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ビジネス・イングリッシュの体系的指導プログラム

Systematic Teaching Program of Business English 
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4 -7 -2 -2 Language 
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Various Addressees 
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5 -2 Collection Letter Series: Signature Section Varies Accord-

5 -3 Applying for a Position 

Asking for Reference 

Personal History 

Letter of Application 

4 Business Communication 

ing to the Collection Steps 

Reminder 

Inquiry 

Appeal 

Ultimatum 

4 -1 Meaning of “Communication" as a Common W ord 

Communicationとし、う外来語抽象名詞の語源をさかのぼれば，まずは中世

英語の Comynycaciounという Anglo-French系の語に行き当るはずである

“共通"を意味する Latin語の Commun(is)とし、う語幹に ic(us)， actus，およ

び ionが加わってでき上がったことがわかる.従って本来の語義は“共にする"

或は“あずかる"すなわち“共通なものとする"であったのだが，これが発展

して，“人間と人間との聞に共通性をうち立てる行為全般"を意味するように

t._っTこ.

もとより，今日の一般語としての Communicationの用例には，も っと広い

範囲が含まれていることはもちろんであるが，例えば，これを現代英語の語業

としてみるならば，およそ次のようになっている

l 伝えること一一伝導 (熱の伝導)

時には病気をうっすこと 一一伝染 (コレラの伝染)

2 伝えること一一伝達， 通信(言語，文書，信号などの手段による思想，意

思，情報の伝達)

3 伝えるもの，伝えられるもの一一情報，消息 (たより，通知，伝言，手紙，
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書類，メッセージ)

4 (人聞が)場所を共にすること一一連絡，交通

5 (時には物を含んで)一一輸送，運搬

6 同じ仲間になること一一交際

以上は，フランス語の Communication， ドイツ語の Kommunikation，スベ

イン語の Communicationについても，ほぼ同様である

4 -2 “Communication" as an Adopted ]apanese Word 

日本語の場合はどうであろ うか?意外にも，外国語のような広い意味を与え

ていることは少ないことに気がつく.たとえば，

伝達 一定の意味内容を言語その他視覚 ・聴覚にうったえる各種の記号を媒

介 として伝達すること(広辞林 )

社会生活を営む人間の聞に行なわれる思想交換，思想伝達.

言語 ・文字その他視覚 ・聴覚に訴える各種のものを媒介とする

(広辞苑)

いずれも“交通，輸送"を含まず，も っぱら“伝達"を中心に定義づけてい

るところが特徴である

なお (広辞苑)の記述にある“文字"が久しく“文学"と誤植されていた

のに気づいたことがある

1988年版の (大辞林)にも，

人聞が互いに意思 ・感情 ・思考を伝達し合 うこと， 言語 ・文字その他視覚 ・

聴覚に訴える身振り ・表情 ・声などの手段によ って行なう

とあって，やはり“伝達 にとどま っている.ところが奇妙なことに，ここで

は子項目としてたったひと つ 一一 グッズ(Communicationsgoods)を挙げ，

実用性よりも感覚的なものを重んじて選ばれる. プレゼントなどの商品，と

解説 している
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このほか，短い解説の中では(明解国語辞典)の，

一 通信，報道 二 (精神的)交通

とあるのが目につくが，日常語の語感としては， (和英併用角川実用国語辞典)

のように，

① 通信，報道.② 言語 ・文字その他の方法による思想、の交換 ・伝達

あたりが一般的なところであろ う

(現代用語の基礎知識一九八一年版，マスコミに出る外来語 ・略語 ・総解説)

では，

伝達，通信

と語義を簡単に示したあと，

職場で上下相互のコ ミュニケ ーションがうまくいっ て業績成績も上がると

いうように使う

とあったのだが， (朝日現代用語 ・知恵蔵1990)では，

意思伝達，連絡，通信

とだけで，そっけない 蛇足の用例を加える必要はなくなったので-あろう

(日本国憲法)21条 2項に“通信の秘密はこれを侵してはならない"とある

のは，少なくとも狭義の Communicationの意味に“通信"を当てているのだ

が， これが“信書"すなわち封書や葉書のみならず，電信，電話等の意思伝達

手段をも含むことについては，憲法学上，異説はない.

(UNESCO憲章)に見える“MassCommunication Media"の公式訳語は

“大衆通報手段"とな っているから，ここで‘は"Communication "は“通報"と

し、うこ とになる.

ローマ教皇庁の“広報に関する教令"およびその“司教指針"で怯“Communi-

cation"に“広報"の訳を当てているが この場合はもっぱら社会的な Communi-

cationを対象としているのである

4 -3 Various Academic Definitions 

学術用語としての"Communication"は，どのように定義されているだろうか?

Communication論およびその周辺にある ]ournalism論，情報理論，さらに
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は広く社会学，心理学，言語学などにおける定義を含めるならば，まさに諸子

百家あるいは百花斉放のありさまであって，無数の“定義"が存在する その

代表的なところを掲げるならば:

1 Aの空間における表現をBの空間に再現させること

2 送り手と受け手の聞の記号の交換あるいは共有

3 これにより人間関係が成立し，発展する Mechanismをい う

4 人聞が相互に影響しあ うすべての過程をいう

5 ひとつの体系が，多くの可能性のなかから，ほかの体系に連なる回路

を通じて運ぶことのできる信号を選んで，これを送り，相手の状態あ

るいは行動に影響を与えることをい う

6 ある個人(送り手)が，他の人(受け手)の行動を変えるために，通

常， 口頭によ って刺激を与える過程

7 記号を媒介として，知覚，感情，思考など各種の内的経験を表出し，

その内容を他に伝える過程.

8 人間同士聞の意思の疎通.さらには，時間的あるいは空間的に遠く離

れた人間同士聞の意思の疎通を可能にする手段

9 人聞が理解し，理解されるため行な うすべてのいとなみ ひとりの人

間個体内から，複数の人間，人間の諸集団，ときには自然、界の諸現象，

霊的 ・神的な諸現象，人間以外の動植物，無生物，機械も，理解する

主体と理解される客体となり得る.

10 MessageのSourceが， Signa1を， Channelを通じて， Receiverに送

ること

11 Subsystemとsubsystemとが，情報を介して互いに関係し，ひと つ

のSystemを形成する過程.

12 意味の共通性を記号を用いてっくりだすこと

13 ある Reacterにおける InputとOutputの一対ーの対応.

14 社会と個人とを結ぶ環であって，自我の形成，自己の確認を行う過程.

15 Symbo1を媒介として，当事者間でお互いに「発信者」と「受信者」
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の役割を交換し合うことよ って 意味を確かめ合う行為である

など，な ど・・・・ とても全部をならべることはできそうもない.およそ個

性的でありたいとする研究者なるものが，自ら満足のし、く“定義"をうち立て

ようとするならば，ひとりひとりが別個のものを主張することにな ってしまう

のだろう

として19世紀後半からわが国に大量輸入された舶来の道具，技術，学問，

概念の類は，その使用が普及し定着するにつれて，やがて名称も国語化されて

くる.それが特定の漢字による造語を定訳とするか，あるし 、はカタカナ表記の

まま外来語として生き残る.学問の名称でいうなら，初めは直訳の“愛智学"

と呼ばれ，あるいは“理学"とも訳されたPhilosophyは“哲学"に落ち着き;

Economicsには儒教的な発想の“経世済民の術"から来た“経済学"が当て

られ， “心理学"“考古学"“解剖l学"“優生学"などと 出揃ってきた.ところ

で， "Communi仁川ion"の語は，当分カタカナ書きのまま押 し通す運命になりそ

うである.

17世紀初頭，英国王James一世が徳川家康に宛た国書の翻訳を命ぜられた

三浦按針こと WilliamAdamsは，この書状の終に近く誌された“ ・・・ shall

undertake to have communication with us・・・ "に対して，

“互之国之様子 (たがし、の くにのよ うす)庚大に流通仕 (こうだいにるつう

っかまつり)"

と邦訳している.Communicationの古形 Communicaconに対して，意志や情

報の“伝達"“通信"に止まらず，人間の“交通"物資の“交易"をも含めて，

広く文化と経済を通じての“交流"をあらわすことばとして，按針が既に修得

していた漢字の語集の中から“流通 (るつう )"を選んだことが窺われるので

あるが，この訳語は，そのまま埋れてしま った

4 -4 Communication and Communications 

一般に英語の抽象名詞を複数形にすると その名詞の表わす概念を具体化し

たもの，および，具体化すること，具体化するため手段，方法，技術，制度な

- 6一



どを意味することになる .“Communication"の語にもこの Ruleは適用される

から，“Communications"には次のような意味が生じてくる

l 通信機関，通信施設一一急使，電信，電話Radio，Television， Telefax 

など

2 交通路，輸送路，交通機関， 輸送機関.

3 後方の基地から前線に兵員や物資を輸送する兵姑線，補給線

ところが日本語の名詞には，一般に単数と複数の区別さえもが暖昧であって，

とりわけ， 抽象名詞の単複により意味合いを使い分ける用法はまったくない.

従って，お祝いを述べるつもりで

“Congratulation !" 

と書いて平気であり，“宜しくご配慮のほど ・・・ "と頼むのに

“Thanking you for your kind consideration to this matter，" 

では，恥ずかしい表現であることに気のつかぬ学生がほとんどである

漢字の訳語には，時としては別の問題も生じ得る.たとえば日本語の“広告"

には，広告活動全般を示す Advertisingと，その一部である個別の具体的な

広告事例あるいは広告作品を指す Advertisementとの両様の意味があって，

そのいずれを言うのかが判然、としない場合も多い.およそ“送り手"と“受け

手"との聞に，共通の記号理解が存在しなければ Communicationは成り立た

ない.相手の言う“広告"が何を意味するのかを確かめておかなければ，話は

すれ違ってしまう.もしこれに， 価値判断を加えるような形容詞が付いた場合

には，なおさら注意する必要がある かりに“良い広告"などと言おうなら，

“良L、"とはだれのために，どのよ うに良いのか?そ してこの形容詞の修飾す

る名調は Advertisingなのか?それとも Advertisementなのか?可能な組み合

わせは多 くなる.ことさらにボカしておくという意図がなかったら一一世にい

う“玉虫色"の表現で一時を糊塗して得意顔の人達は，卑怯千万といえるので

はなし、か?

4 -5 Business Communication Model 

Aristotleの古典的な CommunicationModelは
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Speaker Subject Hearer 

図式を取 り， Speaker， Subject，そして Hearerの三要素から成っている

これは現代のBusinessCommunicationに置きかえれば，少な くとも，

1 Writer (source and encoder) 

2 Message (sent and received) 

3 Reader (decoder and destination) 

となり， Elementsには，その Componentsが加わる .さらに，通信工学的な

発想か らするBusInessCommunicationの Modelを示せば，次のようなる

Information 

Soぽ C巴 Transmitter 

Noise Source 

Receiver Destination 

Business Communicationの視座からするな らば，上掲の古典的 Aistotle

Modelは，次のように進化する

jANIS'S MODEL FOR BUSINESS WRITfNG' 

WRITER MESSAGE READER 

SOURCE ENCODER DECODER DESTINATION 

* J. Harrold Janis， Writting and白mmunicationin Business (London: MacmiIIam， 

1970) ，p.17 
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Business Communication においては， Writerおよび Destinationは決して

特定の個人ではなく，それぞれ SourceとEncoder，DecoderとDestinationの

複合体であることが普通である

ここにい うSourceはCompanyあるいは Departmentであり，現実には Pre-

sidentあるいは Managerを示すことになり ，Encoderは， Secretary to Presi-

dent， Secretary to Managerと考えれば理解は容易であろう

4 -6 Communication Network 

当然、のことながら， Communicationは決して One-Way Processではな く，

常に Sender(あるいは Speaker，Writer ) とReceiver(あるし、は Hearer，

Reader)とが入れかわ り得るよ うな A1ternatingProcessである.そうした見地

から， Communication Mode1はさらに，次の段階である CommunicationNet-

workへと進められる.その代表的な例 として HacketandOthersの図式を示

しておく. 既に1950年代におでこうした研究が進められており，当時としては

まことに新鮮な印象を受けたものだが，こうした基礎研究を活かした Business

Educationが進められ，やがて来る電子工学の飛躍的な発展 と，Office Auto-

mation に対応するための素地が作られていたことを忘れてはならない

THE COMMUNICATION NETWORK 

Aspects 

1. Situation as seen and interpreted by and perhaps as seen and 

sender interpreted by receiver 

evokes desire for expression 1eading to 

2. Purpose a nebu10us idea and desired 

response 
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3. Content causing a gathering of 

data and building of a plan 

4. Encoding which is 

given a verbal setting 

5. Transmission and then presented in a 

written or oral form a atate of readiness of receiver， 

perhaps for 

6. Reception and 

Decoding hearing or seeing the massage 

which is 

7. Interpretation interpreted 

and 

8. Feedback responded to， propably resulting 

in a new situation which starts 

9. Response the process again 

Herbert Hackett and others，【Jndersfandingand Being Understood， (New York: Long-

mans， Green and Co.，1nc.，1957) p.14 
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4 -7 Business Writing Review from the Communication Point of View 

普通語としての Communicationの語義に始まり，続いてその多様な学術語

定義に触れ，さらには図式化されたModelおよび Networkを通じて， Commu-

nication Theoryの視座からする BusinessWritingの Reviewないしは Polish

Upを行うことは大いに有効なはずである.とりわけ，卒業と就職を 目前にし

た上級学生に対する演習には， Theoreticalな Backgroundに加えて，早速に

当面すべき現実の OfficeWorkでの活用を Motivationとして与えるべきであ

ろう.自己発意に基づく集中的な努力は，たとえそれが比較的短期間のもので

あっても，多大な成果を収め得ることを信じたい.

4 -7 -1 The Writer 

Business Writingにおける Writerは特定の個人を意味するものではない

Janis' Modelが示すよ うに SourceとEncoderの協力による複合体である

Sourceは通常， 出来上がったBusinessLetterにSignする President，Director， 

Manager， Chief， etc.， ¥， 、わゆる“Boss"てあり;Encoderは，これに仕えて文書

実務を担当する Secretary，Stenographer， Typistとなる. SourceとEncoder

との関係は，学校全体の場における TeacherとStudentとの関係に類似すると

いえよう.創作活動を重んじる文芸の分野は別として，こと BusinessWriting 

に限 っていえば， Student Writerは決して IndependentWriterではない

Sourceである Teacherの指導のもとに，示された“How"を“What"として具

体化するべく努力するのである .教室においては，さいわい，試行錯誤は許さ

れるであろ うが，たとえば期末 Testの評価ともなれば，全員に“A"が与えら

れることは稀なこととなる

優秀な成績をおさめて卒業した Studentが Officeに入って，まず直面する

ことは， Sourceとしての TeacherとBossとの差であろう. Teacherから良

L、評価を与えられた Encodingは必ずしも Bossのお気にめすとは限らぬから

である さらに問題となるのは， Readerから望ましい Responseを得るよう

なEffectiveEncodingでさえも，時として Bossの好みに合わぬ場合だ って少

なくはなかろう .従って， Encoder (Employee)としては， Sourceである Boss

- 11一



(Employer)の望むところと Reader(Decoder -Destination)の受け取るであろ

うところとを，どのように Adjustして行 くかという困難な Performanceを遂

行することが必要である.こうした資質と能力は，とりわけ， Senior Secretary 

に不可欠なものであるが，学校教育の場において，あらかじめ承知させておか

ねばなるまい

4 -7 -2 The Message 

Writerの知性を Readerに伝達するも のが Messageである. Writerと

Readerとの聞には，程度の差こそあれ，必ずや SemanticGapがあり，これ

に若干の Noiseが加わる.とりわけ， Bilingual Business Communicationの場

においては前者の占める比重は大きい

通信工学のめざましい発展，なかんすて電子工学の寄与によ って， Noiseの

問題は大幅に軽減されてきた.も っとも初歩的な， Noiseのひとつである Typo-

graphical Errorなぞは，たとえば， W ord Processor/ Electronic Typewriter 

に内蔵された SpellChecker Systemによ って，そのほとんどを防止すること

が可能とな っている.だがしかし，こ うLt.:OA技術の発展も，現在のところ

Semantic Gapを効果的に埋めるまでには至っていない.従って Encoderの責

任にかかるところは，いよいよ大きいのだが， Encoderの能力を向上させるた

めには，まず Messageを構成する二つの要素，すなわち， ContentとLanguage

の両者に分けて考察を進めることは，きわめて有用である

4 -7 -2 -1 Content 

Business Writing全般，とりわけ， Business Letterを構成する要素は次の

通りであり，その順をふまえて， Messageを Encodeすべきものであること

を， Communication理論を号I~、て，理解させ，徹底させる

練達の CopyWriterの手になる特殊な SalesLetterや AdvertisingCopyの

類は， 常識あるいは定石を逆手にとって， Readerの意表を衝く戦術を使った

ものが多いが，こうしたものは，この場合，別の世界に属することとして，せ
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いぜ、いその典型的な作例を紹介するだけで充分であろう たとえば，いきなり

Someone asked Lincoln how long a man's leg should be... 

と書きだした Letterが，実は未納の会費納入を催促するためのもので，

This letter is short enough to remind you.. 

に展開するある団体の CircularLetterを見たことがある.“落語"ではないが，

ちゃんと“まくら"を振っておいてから“おち"を付けるあたり，まことに軽

妙酒脱ではあるが，かえ って一般のお手本にはなりにくい.

Contentには，次の Factorsがあり，その順序に従って Messageを構成す

るのが常道である ・

(1) Purpose. Multi-purposeをも った Messageは Readerに誤解と混同を

おこしやすいから，これを避け， Single-purposeに徹する必要ならば，

同じ受け手に，同じ日付で，複数の Messageを与えればよい.これが

Business W ritingとPersonalWritingの大きなちがし、であることを理

解させる.Single-purposeに限るならばこの Stepはそんなに長くなる

はずはない. Business Letぼ であ ったならばまずは One-Paragraphに

まとめ， Type-outした出来上がりで 8linesを越えなように構成するの

が作法である.Business Reportの場合は必要に応じ Paragraphを分け

てよい.

(2) Reader's Needs. 稀な場合を除き Readerは既に特定されているは

ずであるから，“人を見て法を説け"ではないが， Readerとその立場を

考えたうえで Messageを作る.こ うした，ごく“あたりまえ"のこと

さえもなおざりにされている例が多い.Stereo-typeな時候の挨拶とか，

無意味なお世辞の類は，かえって Readerに失礼であることを知るべき

である

(3) Information A vai1able. 

前段の PurposeとReader's N eedsをふまえて，伝達すべき情報を整理

し， 11原序よ く伝達する .必要に応じ Peragraphを分け，あるいは見出
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し，番号/記号を付けて Displayするよ うな構成を取る場合もあろう

(4) Action Closing 

Communicationは一回で完結するものではない. 必ずや次への展開す

なわち，新しいCommunicationの始ま りへとつながる .Writer側とし

ての次の心構え，手11頂，用意は，それが既に示せるも のであれば，

Messageの終りに述べておくのが作法であろう .そ してまた， Reader 

側の反応，手順についての期待，希望，示唆も，あまり露骨な “押しつ

けがましい"も のでない限 り，添えてお くことが普通であり ，親切であ

ることが多い.

以上挙げた構成の順序とは別種のFactorとしては，さらに次の両者を加え

ることが出来ょう

(5) Medium (Media) 

Messageの長短，内容，重要度などに応じて，用いるべき Mediumが

選ばれる. Card， Memo， Letter， Interoffice Memorandom， One-page/ 

Short Report， Long Report; Telephone， Telex， Telefax， etc.空間的に

は一定でも， 時間的にはきわめて狭くな った地球の中で， 電子/通信工

学の飛躍的な発展とあい まって， Messageを伝え るMediumには無数

の種類とその組み合わせが可能となってきた，警報を伝えるのに燐火を

挙げた古代の“光通信"は， 最新の技術を駆使 した光 FiberSystem 

として復活している.当然、の ことながら，多様化するMediumに対応

する Messageのあり方が考えられなければならない

(6) Timing (Timeliness) 

Timingあるいは Timelinessは，伝えられた Messageの Reader側に

おける Responseを大きく左右する CircumstancialFactorであること

は言う までもない.この範暁に属する ものと しては，さらに Setting，

Authority， Habitなどが挙げることができょうし，さ らにまた Psycho-

logical Factorsもこれに加わるが，こ こでは省略する
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4 -7 -2 -2 Language 

Business Writingに限らず，広く Communicationの全般について，我々が

学ばねばならぬ大きな教訓のひとつとして， Communicative Interdependence 

の持つ多様性に対する対応の問題がある.とりわけ，異文化間/異言語聞の

Communication Gapを可能な限り修復し，整序し， 調整する役割を持つ Bi-

lingual Secretaryの教育を考えるとき，この CommunicativeInterdependence 

は，簡単に“棺互依存関係"と割り切ってしまうことのできない問題であると

考えるからである

基本的には，以下の4Patternsが存在する

まずは Writer側において，

1. SourceとEncoderとの聞のInterdependenceがあり ，次に Reader

側の，

2. DecoderとDestinationとの聞の Interdependenceが続くが，さらに

大きな視座からは，

3. WriterとReaderとの聞の Interdependenceが存在するし，これに加

えて

4. MessageとCircumstancesとの聞の Interdependenceが作用するの

である

Business Writingを担当する BilingualSecretaryとしては，こうした各種

のPatternにおける Interdependenceのあることを，少なくとも承知しておか

なければならない.“Howto do"は教えるが，“Whatto do"は自分で考えなさ

し、 !というまえに，やがて当面すべき Problemの存在を教えるという限度に

止まらねばならぬ分野のあることを，教育者は自戒と ともに覚えるべきであろ

う.しかし，すくなくとも，その存在をあらかじめ知らせておいたほうがよい

ことは勿論である 1

4 -7 -3 The Reader 

Writer側における SourceとEncoderとの関係を考えるように， Reader側
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にも，これに類似した Decoder(Secretary)とDestination(Boss)との関係が

ある. Destinationには Officeの規模と 職制にもよるが，一般に Manager，

Director， Presidentのような人格の場合と， Section， Department， Divisionさ

らには Company，Corporationのような Organizationを意味する場合がある

し、ずれにせよ ，Decoderは Employeeであり， Destinationはその Employer

であって， Communicationにおける Responseの最終責任は Destinationにあ

る

Customerからの ComplaintLetterを受け取り開封し，読み，内容を理解/

判断し，必要な処置を行なうのは，その苦情処理の内容あるいは性質が日常業

務の範囲内であるかぎり，いちいち部長の指示を持つまでもない.けれども

Decoderの示した Responseあるいはその Actionは，どこまでも Destination

の代理として，その意を受けて行ったことになり，最終責任の所在は Destina-

tionに帰する

当然のことながら，重大な内容のことがらについては， Decoder自身の判断に

委ねられず，いわゆる“上司"の指示を迎ぐことになる.しかしまた， Destina-

tionである“上司"あるいは“会社"の姿勢は， Decoderの態度に反映するも

のであろう.Destinationが Individualな場合には，その Personalityもまた，

Decorderに大きな感化と影響を与えることが多い.“正反対の性格を組み合わ

せて，相互に補完させる"などは，言うは易いが，実効を挙げることは少ない

ものである

企業にはそれぞれの目的と方針と基準があるという.ただひたすらに，なり

ふり構わぬ“利潤追求"というのでは 世界に通用するわけがない.こうした

Aim， Policy， Standard ~こ加えて ， あるいはむしろそれ以前に，確立されてい

るべきものは，その企業の Philosophyであろうか.こうした企業それぞれが

持つ Philosophy，Aim， Policy， Standardを，まずはその企業の属する地域社

会から始めて，広く国際社会に表明することにより，大方の理解と協力とを得

るための有形無形の企業活動全般を PublicRelationsというのである. PRと

は決して，目立ちたがり屋の，独りよがりで身勝手な自己宣伝の調ではない.

Public Relatopnsはなにも，それを専門とする部課のみによって行なわれると
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は限らない.いやむしろ，その企業に属する EmployerとEmployeeとの複合

体全員が，毎日の業務活動を通じて行なうべきことなのである 企業 Message

の大部分は，現実には Encoderの手によ って作られ，送り出される.これを

受け， ResponseとActionに結びつけるのも現実にはDecoderである.Commu-

nicationの持つ連続性と両方向性から， EncoderとDecoderは，容易にそして

速やかに，入れ換わることができる. Encoder/ Decoderは従って，Public Re-

lationの面からみても，常時その第一線に立っていることを承知し，自戒反省

とともに，真執な努力を惜しんではならない.

Business Communication教育の究極の目的も亦，良き PublicRelationsの

担い手を育成することにあると考える次第である

5 Case Work 

知識は，実践を通じて，より良く把握され，適切な指導と訓練によってより

確かに理解される .Business Writing教育の最終段階は，Communicationの

SituationとPurposeを設定した場において，一定の時系列に従って発生する

一連のWritingNeedsに対応する文書の Planning，Organizingから実際の Com-

positionとそ TypographicalなE耳pressJOnまでの総合的な Performanceを現

実に体験させることである .示された Assignmentから，独力で Createさせ

ることが困難であったとしても ，少なくとも，こうした総合的 Performance

を追体験させることは可能であり，これが将来，独り立ちするための良きIn-

centiveとなり， Motivationともなることを信じたい.学校教育における Case

Workと企業内研修との基本的な相違と断絶についての所見はしばらく措き，

ここにはCaseWorkの実例として，次の三者を取り上げることとした

(1) Secretary at Work: Various Letter Arrangements for Various 

Addressees 

(2) Collection Letter Series: Signature Section Varies According to the 

Collection Steps 
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(3) App1ying for a Position: Asking Reference. Preparing Persona1 History， 

Writing App1ication Letter; Filling-in Printed 

Application Form 

5 -1 Secretary at Work 

Situationの設定

Ms. Patricia Preiss1は，U.C.S.D (University of Ca1ifornia at San Diego)大

学 BusinessC1ub事務局の Secretaryである.この場合， Secretaryは“秘書"

というよりも“書記"であり，文書処理をはじめとする事務管理全般の実務的

責任者として勤務 している

Business C1ubの年次総会と，それに続く DinnerPartyが11月16日開催され

ることになり，事務局はその準備に忙しい.11月 1日，かねて DinnerParty 

での講演を依頼しておいた同窓の先輩 Mr.Conwayか ら，承諾の返事ととも

に，当日の参会者，講演の題目，正確な 日時と場所について問L、合わせがあっ

た.書記としては，早速にその返信をしなければならない.

5 -1一 1 Rep1ying to Mr. Conway 

Dear Mr. Conway: We are very glad to know that you will speak at our 

banquet on November 16. 1 am p1eased to give you the detai1s for which 

you asked in your 1etter: 1. the audience will include students， a1umni， 

andguests. About two hundred will be there. 2. The subject you suggested， 

“How to Be First，" is perfect for our dinner. 1 enclose a draft of the program 

p1as we have made. 3. The banquet will start at seven o'clock in the Seahorse 

Room of the Beach House， here in San Diego. 明Weare 100king forward 

to thep1easure of meeting you and of hearing your address， Mr.Conway. If 

thereis担 yway we can he1p you， p1ease 1et us do so. Cordially yours， Add 

enclo-sure notation. 

この Lεtterの内容か らいって ，Standard Business Letter Arrangementで

よい 問L、合わせの件について，簡潔に答えるためには， Numbered Itemsと
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して Displayすることが適切である 当日の Programはまだ出来上がってい

ないが，現時点における Draftであってもこれを同封して，その次第を知 って

もらうとし、う“気配 り"は必要である.礼儀とか親切とかは，なにもやたらと

頭を下けeたり，見え透いた紋切り型のお世辞を言うことにあるのではない 相

手の立場を考えて，その望んでいることを推察し，決して押し付けがましくな

く，きちんと対応することが，まずは， Secretaryの仕事であるはずである

Last Paragraphには，当 日のすばらしい講演を期待する気持を伝えるが，

ここで“Mr.Conway."と呼びかけて， Personal Touchを示す Technicを教え

ておく.Complimentary Closingは，これが同窓の先輩である知名人に宛てた

Letterであっても，“Cordiallyyours，"が適切で、あって，な まじ Formalにたて

まつったつもりで，“Trulyyours，"などと はしないものである. Enclosure 

Notationを加えることを忘れないようにする Draftには書き加える要はなく ，

Letter Bodyの内容からして，自動的に付くべきものだからである.かりに

“Don't forget to type enclosure notation below reference initials， please !"と

でも，パカ丁寧に書いておこうものなら，これをそのまま Typeoutした

Carelessな学生を見たことがあり，“これはダメ，打ち直し !，.と命じたとこ

ろ，今度はそのまえに P.S.とCaptionを付けて持ってきたものである

Enclosureが複数の場合には，その枚数を示して，“2enclosures"とか“3

enc1s."のよ うにすること ;encloseするものの性質によ っては，これを強調し

て，たとえば“Checkenclosed"とか，“Enclosure:2 Checks"とする場合のあ

ることも，関連して指導しておく
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Mr. Norton S. Conway 
Investment Consultants， Inc. 
625 Oceanview Drive 
San Diego， CA 92504 

Dear Mr. Conway: 

November 1， 1991 

\~e are very glad to know that you will speak at 
our banquet on Novembe工 16. 1 am pleased to give 
you the details for which you asked in your letter: 

1. The audience will include students， alumni， 
and guests. About two hundred will be there. 

2. The subject you suggested， "I-Iow to se First，" 

is perfect for our dinner. 1 enclose a draft 
of the program plans we have made. 

3. The banquet will start a t seven 0' clock in 
the Seahorse Room of the Beach House， here 
in San Diego. 

We are looking forward to the pleasure of meeting 
you and of hearing your address， Mr. Conway. 
If there is any way we can help you， please let 
us do so. 

pp 
Enclosur巴
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Patricia Preissl 
Secretary 



5 -1 -2 Letter of Request to Mr. Dressler 

Dear Mr. Dressler: Noting in the papers that you and Mrs. Dressler plan to 

be in our city next week， we should like to invite you both to attend the 

banquetto be held on Saturday， November 16，by the Business Club of UCSD. 

~ This banquet is a great event to us. There will be at least two hundred 

members， alumni， and friends of the club present. It will be held at仕le

Beach House， here in San Diego. The speaker of th evening will be Mr. 

Norton S. Conway， the president of Investment Consultants， Inc. '1 our 
chairman， Mr. FredricOnstott， joins us in hoping that you and Mrs. Dressler 

will come to ourdinner. ~ If you can be with us， would you also be so kind 

to offer the invocation at th start of the evening? Cordially yours， 

たまたま DinnerPartyのある週に，同窓の先輩である国会議員 Mr.Henry 

Dresslerが夫人同伴で当地に滞在することを知った BusinessClub会長から電

話で指示があり“Dressler夫妻を Partyにお招きし， 出来れば当日 ，Invocation 

のofferをしていただくようお願いするよ うに"とのことであった.この Letter

の Addresseeを考えれば，通常の StandardBusiness Letter Arrangementで

は，いささか失礼にあたるかもしれないし i “まちがい"ではないとしても，

“場ちがい"にはなろうというものである

Addresseeの身分に敬意を表するならば FormalBusiness Letter Arrange-

mentを取るべく， Letter Styleも， 通常の Blockedではなく，少なくとも

Semiblocked (あるいは Indented)Styleとした方がよい.T.P.O.に対応す

るLetterArrangementとLetterStyleの Variationについての知識を整理さ

せ，その中から，この場では何れを取るべきであるかを判断させ，納得させる

ことが望ましい.

この Letterに Signするのは書記である PatriciaPreissl自身である.先ず

卒直に用件を伝えたあとに， Mr. Dresslerとは旧知である Onstott会長からの

要請のあ ったことを，3rd paragraphで述べている.こ の“joinsus"の表現は，

広く LetterW ritingに応用できることを，この機会に教えてお く.たとえば

“My mother joins me in..."とい うがごとくである.なお，この Letterでは Re-
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ference Initialsは省略する. Source-Encoderである MissPresslとしては，

いつものことであっ ても， Sourceである BossとEncoderである Secretary

の両者から成る Source自身が Typeoutしたことにして， Addresseeに対す

る敬意を表わすのである.たしかに， Reference Initialsは BusinessLetterの

Major Partsのひとつであり， 一般にEssentialなものとされているが， Formal 

Business Letterでは意図的にこれを省 くという Caseのあることを，その理由

とともに理解させる

November 7， 1991 

Dear Mr. Dress1er: 

Noting in the papers that you and Mrs. 
Dressler plan to be in our city next week， we should 
like to invite you both to at tend the banquet to 
be held on Saturday， November 16 by the Business 
Club of the UCSD. 

This banquet is a great event to us. 
There will b巴 at least two hundred members， alumni， 
and friends of the club present. 1 t will be held 
at the Beach House， here in San Diego. The speaker 
of the evening will be Mr. Norton S. Conway， the 
president of Investment Consultants， Inc. 

Our chairman， Mr. Fredric Onstott， joins 
us in hoping that you and Mrs. Dressler will come 
to our dinner. 

1 f you can be w i th us， would you also 
be so kind to offer the invocation at the start 
of the evening? 

The Hcnorable Henry Dressler 
House of Representatives 
Washington， DC 20515 
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5 -1 -3 Letter of Thanks to Mr. Conway 

総会と DinnerPartyは盛会裡に終了した. Business Club事務局の努力はこ

こに報われたわけであるが， Secretaryとしては，ま だ気をゆるめではならな

L、

すばらしレ講演をしてくれた Mr.Conwayにたいしては， Timelyにお礼状

を差し上げねばならぬ

Letter of Thむlksあるいは ThankY ou Letterは，形式的で定り文句で書か

れた“無くもがな"のものが多い.ものものしい“感謝状"にしたところが，

“あなたは ・・・ "とし、う慰敷無礼な書き出しに始まり ・・・ よって， ここ

に感謝の意を表わします"で終るような紙片から，いったい何が伝えられる

というのだろう 1

“お義理で書いたお礼状で、も，無いよりはまし"とし、う見解もあろうが，か

えって“無いほうがまし"の場合が砂くない そして， 両者を分けるも うひと

つの Factorは， うたがし、もなく， Timelinessである

Dear Mr. Conway: How can we ever thank you enough? Y our speech was by 

far the most thrilling that most of us have ever heard. The applause must 

have told you what your audience thought of it. It was wonderful! ~ In 

payment of your fee， 1 am enclosing a check for $ 100. 1 am also enclosing 

a clippig from our city paper， the result of your interview with Mr. Kraft， 

who phoned me to say that the Sunday issue of his paper would also have a 

long report on the speech. 1 shall send you clipping when the paper is out. 

市 1know that our club meeting from now on will be spiced with reference 

to your talk and to the way in which you delivered it. We shall never forget 

your remarks or the occasion for them.明 Pleaselet me say once again， 

“Thanks a million !" Cordially yoぼ s，

この Letterの 1stParagraphに見るように， Stereo-typeでOut珊wornな表現

を避けて， Personal Touchを主んじた“Howcan we ever thank you enough?" 

とする書き出しと，“Thanksa million !"と呼びかける結びでの， 謝意、の強調

に注目させる

一 23一



2nd Paragraphでは事務的な謝礼送金のことを主とているが. Conway氏に

かかる新聞記事切り抜きの同封と，さらに地元紙日曜版に詳報の載ることのお

知らせを添えている.抽象的な謝意や敬意に止まらず，こ うした具体的な気配

りの Serviceをすることが，好ましき HumanRelationを創り出すものである

ことを理解させる

3rd Paragraphで再び具体的な謝意を述べているが，“Thanksa million !>>と

結ぶ LastSentenceは. Typographical に SeparateLineとした方が引き立つ

これは前のSentenceに続けて. Run-inで打ったものとを比較対照させて，承

知させることが効果的であろ う

Enclosure Notationをくわえることは. Mr. Conwayに宛てた Letterof Re-

questの場合と同様である
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Mr. Norton Conway 
Investment Consultants， Inc. 
625 Oceanview Drive 
San Diego， CA 92504 

Dear Mr. Conway: 

November 1a， 1991 

How can we ever thank you enough? Your speech 
was by far the most thrilling that most of us have 
ever heard. The applause must have told you what 
your audience thought of it. It was wonderful! 

In payment of your fee，工 am enclosing a check 
for $100. 1 am also enclosing a clipping from 
ou工 city paper， the result of your interview with 
Mr. Kraft， who phoned me to say that the Sunday 
issue of his paper would also have a long report 
on the speech. 1 sha11 send you clipping when 
the paper is out. 

1 know that our club meeting from now on will be 
spiced with reference to your talk and to the way 
in wh工ch you delivered i t. We shall never forget 
your remarks or the occasion for them. 

Please let me say once again， "Thanks a million!" 

pp 
2 enclosures 
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Secretary 



5 -1 -4 Thank you Note to Banquet Chairman 

成功裡に終った土曜の総会と DinnerP訂 tyに対する検討 ・反省のための

Meetingが月曜に行なわれた.事務局の同僚であり， Dinne Pa此yの企画と進

行を担当した Mr.Stefan Wamserは，たまたまこの Meetingには不参加であ

ったためその功績を感謝する ThankY ou N oteを送ることとな った

TO: Stefan Wamser，Banquet Chairman 

FROM: Patricia Preissl，Club Secretary 

SUB]ECT: The Club Banquet 

At the club meeting today， Stefan， you were given an official pat on the back 

for the grand job you did in the planning and th managing of our banquet. 

市Thisnote is to let you know that the commendation is now in the minutes 

and part of the history of the club. 市 1am so打 ythat you were not present， 

for 1 know you would have been thrilled by the applause of the members 

But 1 was going to write to you anyway! 1 wanted to tell you that 1 thought 

the dinner was just about the best thing that ever happened to 0町 club

members. The menu was perfect， the attendance was fine， and the speaker 

you chose was wonderf叫! 明 1add my congratulations to those of everyone 

else. Y ou have set a new standard for chairman of banquet 

Out-goingな BusinessLetterではなく， Intraorganization Correspondence 

には， しばしば， Memorandum Formを用いる. Printed Formが準備してあ

れば，当然その用紙を使 うとして，Plain Paperには

TO: FROM: SUB]ECT: DA TE:とい ったCaptionをTypeすればよ L、

なお FullSheetに書き， Business/ Personal Letterの Arrangementに従っ

た Correspondenceは， 一般に Letterとし、うが，Half Sheetや Baronialのよ

うな Smaller-sizeの Stationeryに書いた Correspondenceを Noteとして区別

することがある.広義でいえば，この LetterとNoteは，いずれも Letterで

ある.

Memo Formにおける WriterのSignatureは， Memoの内容と長短に応じ

て，いくつかの Variationがある
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この ThankYou Noteの場合であったら ，FROM: Patricia Preissl， Club 

Secretarγ の右にppとでも InitialSignをするだけで充分であろうし，たとえば

“社員食堂利用変更について"というような，きわめて事務的な内容の Circular

Noteであれば， FROM: General Managerの後には NoSignatureでよ い.

もっとも，発売開始後間もない新商品に，重大な欠陥のあることが判明して，

いっせいにその回収あるいは引取りを指示する 内容の Memoにたいしては，

Message Bodyの次に，右に寄せて PresidentのSignatureが必要であろう し，

Typed Name， Office Titleを加えるほか，左端には ReferenceInitialを付ける

とい った通常の BusinessLetterの SignatureSectionと同様にすることにな

る.ただし，この場合にも ，SalutationとComplimentaryClosingは省略され

るべきこと， Inter-Organization Correspondenceの性格から考えて当然である

ことを示しておく

TO: Stefan Wamser， Banquet Chairman 

FROM: Patricia Preiss1， C1ub Secretary 

SUBJECT: The C1ub Banquet 

DATE: November 18， 1991 

At the c1ub meeting today， Stefan， you were given 
an officia1 pat on the back for the grand job you 
did in the p1anning and the managing of our banquet. 

This note is to 1et you know that the commendation 
is now in the minutes and part of the history of 
the C1ub. 

1 am sorry that you were not present， for 1 know 
you wou1d have been thril1ed by the app1ause of 
the members. But 1 was going to wri te to you 
anyway! 1 wanted to tell you that 1 thought the 
dinner was just about the best thing that ever 
happened to our c1ub members. The menu was perfect， 
the attendance was fine， and the speaker you chose 
was wonderful! 

1 add my congratulations to those of everyone else. 
You have set a new standard for chairman of banquet. 
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5 -2 Collection Letter Series 

Collection Letterとは，約束の期日までに代金の支払いのなかった顧客に対

する支払いの請求，督促を内容とする Letterである.これには，時日の経過

と度数とに従って，次の Stepsを踏むのが通例である

1 Reminder 通知あるいは督促の段階

2 Inq山門 事情問い合わせと支払い督促の段階

3 App白 al 重ねて，強い支払要請の段階

4 Ultimatum 改めて支払期限を示す最終通告の段階

時により上掲の 3と4の聞にもうひとつ， Strong Appealを入れる場合も

ある

Business Writingとしては，段階に応じる LetterBody内容の進展もさる

ことながら， Complimentary ClosingとSignatureSection に変化のあること

を示し，同ーの Addresseeに対しでもその SituationとMessageの内容に従

って， Letterを構成する要素にも，それぞれの Letterにふさわしい‘対応のあ

るべきことを指導する

5 -2 -1 Reminder 

この LetterのSituationとPurposeは，所定の期日を過ぎても支払のな顧客

に対して，その旨を通知し，その支払を求めることである

別段に大きな金額の場合は別として，支払期限後の経過時日も短いことであ

るから， FriendlyなToneは保たねばならぬ 従って ComplimentaryClosing 

も“Sincerelyyours， "あるいは“Cordiallyyours."と，いつも通りのものを用い

てよい.

Letter Arrangementも， Business Letter Standardとし， Business Letter 

Writingの基本をふまえた (1) Purpose (2) Message (3) Action Clos-

ingの11原を取った 3-Step，3-paragraph Letterとする

Mr. Peter S. Ford， 1-2 Akasaka 3-chome， Minato-ku， Tokyo 107. Dear Mr. 

Ford: Your account with us has a one month past-due balance of￥850，∞o. 
Can we help you clear your account ?明 Becausewe did not receive a re-
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sponse to our last letter of January 31， we believe there must be a g∞d 

reason why you have not paid the bill. 明 Pleasesendus either a check or 

an explanation within the next week. 1 am confident we can work something 

out. Cordially yours， Geroge Tamura， Collection Department. 

Mr. Peter S. Ford 
1-2 Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

February 7， 1992 

Your account with us has a one month past-due 
balance of ￥850，000. Can we help you clear your 
accountt 

Because we did not receive a response to our last 
letter of January 31， we believe there must be 
a good reason why you hav巴 not paid the bill. 

Please send us either a check or an explanation 
wi thin the next week. 1 am confident we can work 
something out. 

GT/et 

Cordially yours， 

George Tamura 
Collection Department 
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5 -2 -2 Inquiry 

February 7付の Reminderにたいして，入金も事情説明もないまま，さら

に 1週間が経過 した.従って今回は重ねての事情問い合わせと，項目を示して

の支払督促の段階 となる .まだいくらか Friendlyな Toneを残し， Closing 

も“Sincerelyyours，ηこしてあるが， Signatureは CollectionManagerと， 前

回よりは一段上げるとにより，強い姿勢を示してあることを教える. Letter 

Bodyは 3・Stepに構成するが， 2ndParagraphのNumberedItemは当然 Dis-

playする.これを原稿の形のまま Run-inでTypeoutしては，読み難いうえ

に，調子が弱くなる. 二つの作例を示してやれば， 一目瞭然、であり，その差は

容易に理解できるはずである

Last Paragraphに見える Upto Dataは，この場合， Verb “bring"のComp-

limentにな っているから， Hyphenは無用である.こ うした CompoundAdjec-

tiveにおける Hyphenの用法についても，この機会に解説しておくとよい.

Well-known singerには Hyphenが要るが Sheis well knownでは取れること，

さらには Thistax-free goodsがThisis free of taxになることなど，きわめて

基礎的なものでありながら，実用的なGrammarの知識と習練に欠けるところ

の多い学生たちに注意を喚起させる AllCapsとした MUSTの使い方，さら

にはこれを HandwrittenDraftで書く場合には. . • you笠監tlet. とな

っていることを示し，具体的に Proofreader'sMarkingの用例を確認させるこ

とも， Case Workにおける要諦の一つであろう. 教えるほうの知識があやふ

やであ ったり，充分の自信がなかったならば，効果的な指導は望むべくもない.

この LetterをTypeoutするためには，先ず LetterBodyがだいぶ長いうえ

に，Numbered Itemsを Displayすることで，さらに多くの行数を必要とする.

従って通例の 5-inchline Block Styleで型通りに作ろうとすると， Bottom 

Marginが少々狭くなって見苦しい. W riting Lineを6inchesとひろげるか，

5・inchのままなら12-pitchを使 うつもりでないと， うまく 収まりかねる.こ

れも，むしろ TrialErrorとして，初めは不細工な Letterを作 らせてから，

Improveさせたほうがよいだろう
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そしてさらに，こうした LongLetterを SinglePageに収めるための Square

Block Stytleを示して Retypeさせる こうならば10-pitchでも充分に形が整

ってくる

Dear Mr. Ford: Because we have received no response from you to the two 

reminders about the delinquent status of your account， we believe there is a 

special reason why you have not paid. Can we help you ?明 Pleasedo one 

of the following things: (display) 1. Send us a check for ￥970，000 to cover 

the December payment which is past due and the January payment which is 

due today. 2. Send us a check for ￥850，000 to cover the December pa戸n-

ent and an explanation of your plans for taking care of the January payment. 

3. Write on the back of this letter a frank explanation of your difficulty and 

your plans for taking care of your obligation.明Althoughwe prefer that you 

take care of both the December and the January payment today， we will be 

pleased to hear from you -even if it is only an explanation. Between us we 

can work out an aηangment for bringing your accout up to date. But you 

MUST let us hear from you right away. Sincerely yours， Yoshio Sugimura， 

Collection Manager 
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February 17， 1992 

Mr. Peter S. Ford 
1-2 Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

Because we have received no response from you 
to the two reminders about the de1inquent status 
of your account， we be1ieve there is a special 
reason why you have not paid. Can we he1p you? 

Please do one of the fo110wing things: 

1. Send us a check for ￥970，000 to cover the 
December payment which is past due and the 
January payment which is due today. 

2. Send us a check for ￥850，000 to cover the 
December payment and an exp1anation of your 
p1ans for taking care of the January payment. 

3. Write on the back of this letter a frank exp1a-
nation of your difficu1ty and your p1ans for 
taking care of your obligation. 

A1though we prefer that you tak巴 care of both 
the December and the January payment today， we 
wi11 be p1eased to hear from you--even if i t is 
on1y an exp1anation. Between us we can work out 
an arrangement for bringing your account up to 
date. But you MUST 1et us hear from you right 
away. 

Sincere1y yours， 
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February 17， 1992 

Mr. Peter S. Ford 
1-2 Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

Because we have received no response from you to the two 
reminders about the de1inquent status of your account， we 
be1ieve there is a specia1 reason why you have not paid. 
Can we help you? 

Please do one of the following things: 

1. Send us a check for Y970，000 to cover the December payment 
which is past due and the January payment which is due 
today. 

2. Send us a check for ￥850，000 to cover the December payment 
and an explanation of your plans for taking care of the 
January payment. 

3. Write on the back of this letter a frank explanation 
of your difficulty and your plans for taking care of 
your obligation. 

Although we prefer that you take care of both the December 
and the January payment today， we will be pleased to hear 
from you--even if it is only an explanation. Between us 
we can work out an arrangement for bringing your account 
up to da te. But you MUST let us hear from you right away. 

Sincerely yours. 
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Mr. Peter S. Ford 
1-2 Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

February 17， 1992 

Because we have received no response from you 
to the two reminders about the delinquent status 
of your account， we believe there is a special 
reason why you have not paid. Can we help you? 

Please do one of the fo11owing things: 

1. Send us a check for ￥970，000 to cove工 th巴

December payment which is past due and the 
January payment which is due today. 

2. Send us a check for ￥850，000 to cover the 
December payment and an explanation of your 
plans for taking care of the January payment. 

3. Write on the back of this letter a frank expla-
nation of your difficulty and your plans for 
taking care of your obligation. 

Although we prefer that you take care of both 
the December and the January payment today， we 
will be pleased to hear from you--even if i t is 
only an explana tion. Between us we can work ou t 
an arrangement for bringing your account up to 
date. But you MUST let us hear from you right 
away. 

Sincerely yours， 

Yoshio Sugimura 
Co11ection Manager YS/mi 
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5 -2 -3 Appeal 

前回，およ び前々回の ReminderとInquiry(February 7付の Reminderの

文面によれば，その前に l通の Reminderが出されていることにな っているか

ら， 通算 3回)にたいして，いまだに返信もなければ，支払もない.Collection 

Letterの最終段階である Ultimatumに入る前に，もう一度，強い支払要請を

訴えるのが Appealの目的である.すなわち，これは UltimatrUltimatum に

至る準備段階と考えてよ く，従 って，実は余り述べたてることは少ないこと

になる.Complimentary Closingはまだ“Sincerelyyours."のままでよい.

Inquiryにくらべて文面も短く， Displayもないから，通常の BlockStyle， 

5-inh Lineで充分であって， Typographicalには，殆ど問題のない Letterとし、

える

Dear Mr. Ford: When our credit manager accepted your application for 

credit purchases， he did so on the strength of the good reputation you 

had with your previous suppliers. 明Nowthat time for payment has 

come and passed， he has written you some frank letters in which he 

asked that you live up to your reputation for prompt pay. That is as far 

as he can go. 明 BeforeTokyo Sporting Supply turns your account 

over to Tokyo Collection Agency， may I urge you to pay now -to keep 

your good reputation and to avoid time-consuming， expensive collection 

procedures. 市Ishall expect to receive your ￥970，000 check withln 

a week. Sincerely yours， Hisashi Amino， Division Manager. 

5 -2 -4 Ultimatum 

Reminder， Inquiry， Appealと手順を踏んで，なお代金の回収がつかない場

合の最終通告がUltimatmである

改めて，最終的な支払い期日Deadline- Typographicalには BoldFaceや

Underlineで強調する 一ーを設定し，当方としては次に取るべき法律的な手続

きをを明示する.結びには，重ねて Deadlineまでに負債金額の支払いを要求

する

- 35-



We have set a deadline (March 13，l992，at 5 p.m.) for your pa戸田ntof 

the ￥970，000 still due us. ~ We expect payment before that time. 

Otherwise we intend to take the following steps: (Use run-in style here) 

(a) report our experience to the Tokyo Credit Association， and (b) refer 

the account to the Tokyo Collection Agency. ~ Their attorneys say 

your legal obligation is beyond question and that you will be obliged to 

pay the bill plus court costs. 市 Wewould certainly prefer to avoid 

taking these steps. We believe you cannot afford to have us taken 

them. However， we will take them -unless we receive ￥970，000 

by five o'clock on March 13. Yours truly. 

Complimentary Closing は Formalな“Yourstruly，"を使 うべき ことを指導す

る.Ultimatumの内容によって明らかなように，もはや FriendlyToneを示

すために，“Cordially"あるいは“Sincerely"categoryの Closingは無用である.

これにたいして“Truly"categoryのClosingには， Formal Toneをあ らわすほ

か， Criticalな内容あるいは Crispな姿勢を示すものであることを知らせてお

く

次に Signatureのうえに CompanyName--非営利団体，学校，研究所な

どの場合も あろうから， Organization Nameと呼ぶほうが一般的であかもしれ

ないーーを掲げてあることに触れ，その用途を確認する Typographicalには

Complimentary Closingの次に DoubleSpaceで AllCapitalizeする. 当然、の

ことながら， Letterheadの 1行自に Printしである CompanyNameを Sig-

natureのまえに再録することによ って，こ の Ultimaturnは会社(あるいは団

体)全体の意志であることを強調することが目的である.

従って， Collection Letter Stepsの早い時期から， Signature Sectionに

Company Nameを掲げるのは適当でなレ まだしも FriendlyToneを保とう

とする段階では，無用のことである
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Mr. Peter S. Ford 
l司 2Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

February 24， 1992 

When our credi t manager accepted your application 
for credi t purchases， he did so on the strength 
of the good reputation you had with your previous 
suppliers. 

Now that time for payment has come and passed， 
he has written you some frank letters in which 
he asked that you live up to your reputation for 
prompt pay. This is as far as he can go. 

Before Tokyo Sporting Supply turns your account 
over to Tokyo Collection Agency， may 1 urge you 
to pay now--to keep your good repu ta t ion and to 
avoid time-consuming， expensive collection 
procedures. 

1 shall expect to receive your $970，000 ch巴ckwithin 
a week. 

HA/mi 

Sincerely yours， 

Hisashi Amino 
Division Manager 
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March 3， 1992 

Mr. Peter S. Ford 
1-2 Akasaka 3-chome 
Minato-ku， Tokyo 107 

Dear Mr. Ford: 

We have set a deadline (March 13， 1992， at 5 p.m.) 
for your payment of the ￥970，000 still due us. 

We expect payment before that time. Otherwise 
we intend to take the fo11owing steps: (a) report 
our experience to the Tokyo Credit Association， 
and (b) refer the account to the Tokyo Co11ection 
Agency. 

Their attorneys say your lega1 ob1igation is beyond 
question and that you will be obliged to pay the 
bill plu日 court costs. 

We would cretain1y prefer to avoid taking these 
steps. We believe you cannot afford to have us 
taken them. However， we will take them--unless 
we rece~ve ￥ 970 ， 000 by five 0・clockon March 13. 

Yours truly， 

TOKYO SPORTING SUPPLY， INC. 
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5 -3 Applying for a Position 

5 -3 -1 Asking for Reference 

就職活動の第一歩は， Referenceたるべき人にお願いして，そのお許しを得

ることに始まる.ここに言う Referenceとは 決して身元引受人を意味する

“保証人"ではなく， Applicantの申し立てた事柄に対する問L、合わせ先を意

味する“証人"であることを，先ず知っておかねばならない.常識的に考えて，

両親や親類はReferenceにはなれない.企業の用意するApplicationForm に

は， Referenceの項目に (NoRelatives)と明示しであるものさえ見られる .し

からば，どのような人たちがReferenceとして適格なのであろうか?外国の

社会習慣からすれば，次のよ うな組み合わせが考えられる・

1 )宗教関係者一一地元の神父 ・牧師

本人の性格，家庭環境についての Reference(Character Reference) 

2 )学校関係者一一中学 ・高校 ・大学の教師

本人の学業・能力 ・資格 ・特技などについての Reference

(Educational Reference) 

Applicantに職歴のある場合には，必ず

3) (前の)職場関係者一一本人の勤務した職場の上司 ・同僚

本人の職場における勤務状況・態度 ・能力などについての Reference

(Business Career Reference) 

さらにこの他，

4 )地域団体関係者一一本人の所属し，所属 した地域団体，例えば Boy

ScoutのDenMotherを 3年間勤めたことがあればその BoyScoutの団

長，団地のChorusClubに5年聞いて， 現在も SubLeaderとして活動

中であれば，その Clubの会長といったように ・

本人の個性 ・協調性・指導力 ・組織力などについての Reference

(Social Activity Reference) 

5 )医療関係者一一本人の主治医，校医

本人の身体 ・健康状態についての Reference(Medical Reference) 
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我が国の現状から見れば，次の組み合わせが一般的であろう

1 ) Character Referenceとして，中学/高校の担任教師，あるいは校内ク

ラブ活動の部長 ・顧問

2) Educationa1 Reference 

短大/大学の指導教授，ゼミナール担当教授 ・App1ication提出先の

企業および職種に対応する関連科目の担当教授

Referenceは少なくとも 2名以上，複数を立てるのが通例である

App1ication Letterに添付する Persona1Historyには Referenceの項目が欠

かせないし，企業の準備する PrintedApp1ication Formには必ずや Reference

を記入する欄があるはずである. したがって，就職希望先の企業の種類と志望

する職種の性格を考えて，あらかじめ Referenceとして適格な人身を選び，

Referenceになっていただくこと をお願いして，その承諾を頂かなければなら

ない.

勝手にReferenceとして名前を掲げる“無断借用"は厳に慎むべきである

実際に問い合わせReferを受けたときに一一文書によるだけでなく，電話に

よる Referだってあ りうることだし，外資系の企業に至 っては， 10 pagesに

達する PrintedFormをいちいち Fill-inするような仕事を課してくることも

少な くない一一“存 じません!"と返事を しよ うものなら，先ずその App1icant

は名簿から除かれる

Letter of Request Asking for Reference 

May 1 have permission to use your name as a reference in making a job 

app1ication? ~ In a few weeks， 1 shall be graduated --a happy fact 

that means 1 am now searching in eamest for a good position. 1 know 

that using your name as a reference would be a rea1 he1p to me. 市 I

am endosing a posta1回 rdfor your convenience in rep1ying. 1 sha11 be 

grateful if you will give me your peロnission;but 1 know how busy you 

are， and 1 shall certain1y understand if you are unab1e to do so. 
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Letter Arrange は，その内容から考

えて，当然に FormalPersonal Letterと

すべきである Senderの Addressと

Dateからなる Headingに始まり， Salu-

tation， Letter Body， Complimentary 

Closingと進んで，終りに InsideAddress 

(Name and Address of the Addressee) 

を左に寄せる. Business Letterではな

し、から， Reference Initialsなどは決して

無用である.Letter StyleはSemiblocked

でよい.(Indented Styleはより丁寧な

ものであ っても， Typographicalに形よ

く仕上げるためには問題の生じる場合が

多いからである.)

5 -3 -2 Personal History 

Personal Historyあるし、はPersonalData 

SheetはApplicantの履歴を要約して Em-

ployerに示すものであり，この場合は提

出する ApplicationLetterにEncloseする

ことになる.従 って PersonalHistoryに

は改めて Signする要はない.氏名 ・年令 ・

住所といったきわめて一般的なことがらは

別とて PersonalHistoryはその用途と目的

によ って，述べるべき項目を選ぶべきであ

る.Appli-cation Letterの受け手である先

方の立場を考えて，そちらは何を知りたい

か?こちらは何を知らせたし、か?を，読み

易く，形よ く配置しておけばよい
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当然、のことながら，日本語による定形履歴書の直訳あるいは誤訳の類は，い

たずらに先方の失笑を招くだけである.どうやら“賞罰なし"の翻訳のつもり

らしいが，これを明opunishment， no reward， "などと書けば，“賞金稼ぎなん

てしたことなし"とこじつけられるかもしれない.だし、し、ち，“賞罰"の“賞"

には意味はない.こうした反語を組み合わせた漢字の使い方を知るべきで，若

しこれを英訳しようとすれば“Nocriminal records."しかし“前科なし"など

と記事があったら，かえって疑ってみたなるくらいが落ちである. Wording 

だけでなく ，Punctuationにも充分に注意する.せ っかく 提出する Personal

Historyが Applicantの足を引っ張るものであったらやりきれない 項目とし

ては PersonalData， Educational Record (見せたい技術，資格，能力をその

なかに加える)Experience Record (とり わけ外資系の企業にあ っては，職歴

のある方が有利なこ ともあり，待遇にも差がある.ただし，必ず前の職場の上

司を Referenceに加えることが条件である)そ して Referenceをすくなくと

も2名用意する. Referenceの見出しの後に，当り前のことであるのだが，

With their permissionとでも添えておけば，す くなくと もReferenceの性格

と役割について Applicantは承知していることを明示してあり ，“保証人"と

混同して， Referenceに伯父の名前を書 くような Applicantとは，差がっこう

というものである

5 -3 -3 Letter of Application 

3人のReferenceにご承知いただき，その名前を載せた PersonalHistory 

ができあがれば，いよいよ目指す職場に対して ApplicationLetterを書く段階

に入る

Formal Personal Letter Arrangementでも通用するが，知っているなら，

Personal Business Letter Arrangementとするほうがよい. Personal Letter 

であるから， SenderのAddressとDataを組み合わせた Headingに始まり，

次に InsideAddressすなわち AddresseeのNameand Addressと進むこと，

Standard Business Letterなみの順序となる.ここで BusinessLetterのMinor

P訂 tsに対する Applicantの知識を見せようとすればAttentionLineにPersonnel
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Managerを持って くる 人事部長の氏名が分かっていたら，当然、これを加え

て

Attention Mr. So & So， Personnel Manager 

とする.Attention Lineを使 ったら Salutationは必ず“Gentlemen:勺こなる.

これを“DearSir:"とか“DearMr. So."とでもしようものなら LetterW riting 

の知識不足を広告するよ うな結果となる

どんな Letterでもそ うだが，とりわけ ApplicationLetterともなると，ま

ずはその人でなければ言えぬ，個性的な内容と表現が重んじられる. Ster田 -

typeで Out-wornな定まり文句を連ねてはならぬものである. Interviewの場

合も同様で，“当社志望の理由，動機は?"に対しては，なるほどと相手を納

得させる内容が必要であるのに，就職の手引きあたりからの借用で，あるいは，

Applicantの本音に近いのかもしれないが“貴社の洋々たる将来性 ・・・ "と

でも答えようものなら，“あなたはうちの会社に投資でもするつもりですか?" 

と応じられる可能性だ ってある.まちがっても“通勤に便利 ・・・ "などとい

ってはならない.“あなたの通勤に使利なために，当社はここに位置している

のではありませんいと怒られるに決ま っている.いずれも SenderSideから

の発想で， Receiver Sideへの配慮を欠 くためでhある

1) Purpose， 2) Message， 3) Action 

Closingの 3-step Letterとし，Saluta-

tionの“Gentlemen:"に対応して Compli-

mentary Closingは"Trulyyours， "と結

ぶ. Reference Initialsはもとより不要

であるが， Enclosure Notationはあるべ

きであり，枚数を示した 2enclosures 

を加える.すくなくともこの Application

Letterヵ、らV1，Applicant v工Personal

Business Letter Arrangementの知識が

あること， Attention Lineと Enclosure
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Notationの用法も承知 していることがわかるから，たぶんこうした配慮に欠

ける他のApplicantとは良い方に差がつくはずである

幸いにApplicantionLεtterがAcceptされたならば一一ここで、念のため学生

には， receivedとacceptedとのちがL、を指摘 しておく一一次なる段階は，企

業規模の大小にもよるが， Employer側の準備した printedApplication Form 

に Fillinすること一一これは入学願書のことを例に挙げれば，学生には理解

が容易であろう一一続いて PersonalInterviewという順になる.ここから先

はEmployer対 ApplicantのぶつかりあL、であり， 提出した書類の面からいく

らか有利にな ったとしても，しょ せんはApplicantの性格と能力にかかること

であり ，ごまかしは利かないものだ.

Business English Education に限らず，一般に， Practicalな FieldとSitua-

tionを設定しての CaseWorkは，周到な Programを準備し，綿密で機転に富

む指導を実施するならば，必ずや相当以上の成果を挙げ得べきものである も

とより ，参加する学生の資質によって， 指導者の努力にかかわらず空転する場

合があるかもしれない.そ うした際に対する筆者の受け取り方，これはまた，

同僚と後輩に与える助言でもあのだが，次のように考えている

あえて参加者多数の理解を期待することはない.少数者であっても，よしそ

れがただの l名であっても，目を輝かし，力いっぱい反応してくる学生があれ

ば，もうそれで充分であろう.だがしかし，学生の能力と素質に藷口してこれ

と容易に妥協し迎合するがごときは傾惰の所業であり，教育者としてもっとも

恥べきことである.そしてまた，いささか能力に劣る学生であるほど， 指導者

の熱意と努力， さらにはその資質をさえも，直観的に透視できるものであるこ

とを忘れてはならぬ.

以上はまた，本稿を結ぶ言葉としたい
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破裂音の発音に関する 日・ 英語の比較研究:

息の流出の仕方のちがし、

中岡典子

O.はじめに

英語音の習得は，一般的に日本人学習者にと って困難なものである。文章単

位では殊に稚拙な発音になる傾向がみられる。また，普通の速度の発話におい

て，その聞き取りに困難を覚える日本人学習者の数は少なくない。その理由と

しては， 日本語と英語の音声に基本的な違いがあるためと考えられる。しかし，

多くの英語学習者は，日本語のどのような特性が英語音の学習に影響を及ぼし，

正確な英語音の発音を妨害しているかについて無自覚なまま学習を続けている

のが現状である。

本論文では英語の破裂音の息の流出の仕方に焦点を絞り，議論をすすめる。

摩擦音や流音などの子音と比較すると，破裂音の調音点において英語と日本語

の聞には目立った違いはなL、。それにもかかわらず，実際に英語を発音する際

に深刻な問題が生じている。ここで取り上げる議論は， 個別の専門分野ではそ

れぞれ独自に研究が行われているものであるが， 日本人の英語学習者の発音指

導とし、う実践面で，それぞれの研究成果を統合的に整理するという点では，ま

だ十分な成果はみられない。本論文において，その統合を試みる。また，同時

に日本人の発音の問題点と息の流出の仕方とのかかわり方を明らかにする。

本論文は以下のように構成される。

1. 日本語にはない英語の破裂音の特徴

1)調音点

2 )気息の有無

3 )母音聞に現れる有声の [t ] 

4 )語頭の 3個の子音連結の制約
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5 )脱落現象

2. 日本人学習者の破裂音の発音の問題点

1 )子音のあとに母音をいれて発音する傾向

a.破裂子音でおわる l音節の単語

b 多音節語内の子音連結において

C. 句 レベル内の破裂音の連結

2 )子音連結で破裂音を脱落させないで発音する傾向

3.息の流れと発音の基本的し くみ

1)発音のし くみ

2 )気流圧と音声の関係

3)破裂音の調音の 3つの過程

4 )スベ クトログラムで音響的に確認される 3つの過程

5) VOT値と破裂の強弱

4.破裂音の解放の単一性と多様性

1)日本語の息の解放の単一性

a. 日本語の音節構造

b. 日本語の破裂音の調音の基本形

C. 例外としての促音

d.破裂の微弱性と解放の単一性

2 )英語の息の解放の多様性

a.英語の音節布陣造

b.語末の破裂音の発音:不完全解放

C. 同ーの調音点をもっ破裂音の連結

d.異なる調音点をもっ破裂音の連結と破裂音+破擦音の連結

e.破裂音+流音，破裂音+鼻音，破裂音+摩擦音の連結

f.怠の解放の過程の多様性

g. 破裂の強度の多様性

3 )破裂音の息の解放の仕方のまとめ

5. まとめ

- 59一



1. 日本語にはない英語の破裂音の特徴

1-1)調音点

[p， dJ [k， gJの調音点は日英語間で特に違いはない。ただ[t， d J 

の調音点は日本語では歯であるのにたいして，英語では歯茎部である。

1 -2)気息の有無

英語の破裂音はすべて強い気息を伴う。特に語頭の [pJ[tJに伴う気息

はマッチの火を消すほど強い。だが，この帯気性が， C，C2C3とし、う子音凍

結においては以下矢印の方向に著しく減少する。

[pJ音が単独で語頭に現れる場合 eg・p_eak

↓ 

C，C2のC2として現れる場合 eg. sp_eak 

C，C2C3のC2として現れる場合 eg. sE_ring 

日本語の破裂音の場合，語頭では語中にくらべ，気息の出方が多いが，全体

として英語よりずっと少ない。

1 -3)母音聞に現れる有声の[t J 

アメリカ英語の[t Jは，母音と母音の間で，かつ強勢のない母音の直前の

位置にくるとき， 他の位置に くるときとは違った音となる。この[t J音は，

有 声 の [t ]，弾音の[t ]，あるいはふるえる音(flapping)ともいわれ，舌先

が歯茎に軽く接触 して出る音のことである。舌先と歯茎部の接触時聞が短く，

舌先の圧力も弱い。 eg.butter， 1etter， put it over there 

日本語ではこの有声の[t Jは存在しなし、。

1 - 4)語頭の 3個の子音連結の制約
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英語の著しい特徴の lつに，語頭の 3個の子音連結がある。だが，それには

厳しい制約がかかっており，許される連結は，基本的に摩擦音一破裂音一流音

という型である。

C1 C2 C3 

/1一一-splendid

/p~一一一 r 一一一 sprinkle

sと一一t一一r--struggle 

"'k 

~ r -~scramble 

すなわち， C，としておこるのは，無声，歯茎の摩擦音， C2として起こり得る

のは無声の破裂音 [p， t， k]， C3にあらわれるのは流音だけということに
(注 1)

なる。

1 -5)脱落現象

通常の発話では，子音連続で一部の破裂音が脱落し脱落したところには一

瞬 「間」 が生じるのが普通である。 脱落させないとむしろ丁寧すぎる不自然、な

音に聞こえる。以下の例では下線部の破裂音が脱落する。

(例一 1)破裂音，破擦音のまえで

keEt， sto盟ed， as~ed ， be堕 ed， coll竺t， fa~to可， caEture 

si生baby， tOE drawer， hOEe to， ru~ gently， bi~ dog 

(例-2)鼻音のまえで

si~al ， p住nic， ki~nap ， aEnorrnal， mil~man ， po山 an，

no! now， ge! married， drin主milk， colQ meat， helE me 

(例-3)流音や摩擦音のまえで

landlord， grandfather， that shirt， hot valley， short raincoat 
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stnとstlという子音連結においては [t ]音が「間」も残さず完全に脱落

する。 この種の音脱落は調音点がほとんど同じである子音が重なっているとき

におこ っている。

(例-4) hasten [heisn J. moisten [mコisnJ. listen [lisn J. 

fasten [fasn J. castle [ kasl J. whistle [hwisl J • 

rustle [r Asl J. nestl巴 [neslJ 

2. 日本人学習者の破裂音の発音の問題点

日本語と違って，英語では子音で単語が終わったり，子音が連結しているこ

とが多い。この ような破裂音の場合， 日本人は次の誤りのどちらかをおかしが

ちである。 1)破裂音の後に母音を入れて発音する傾向 2 )子音連結で破裂

音を脱落させないで発音する傾向

2 - 1)破裂音の後に母音を入れて発音する傾向

この傾向は l音節語の語末. 1音節内の子音連結，句レベル内の子音連結と

し、う 具合にあらゆるレベルで生じる。 1音節語末では母音を入れないように発

音することを覚えたあとでも，子音が連続しているところでは無意識のうちに

各子音の後ろに母音を入れて発音する傾向が残る。発音矯正はそれほど簡単で、

はなし、。

a.破裂音で終わる l音節の単語

単語のあとに [0]，あるいは [uJ母音をつけて 2音節で発音しやすい傾

向がある。特に初心者に多くみられがちな傾向であるが，たまに長年英語を学

習している者の中にもみられることがある。そういった学習者の場合，だいた

いにおいて英語学習が致命的に遅れてし、る。

(例 5)fight [fait J→[  fai . to J brand [ brand J→ [bran.do J 

block [ blak J→ [bla. ku J flag [flag J→ [fla.gu J 

crop [krap J→ [kra.pu J club [klAb J→ [ klA.buJ 
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b. 多音節語内の子音連結において

1単語が 2音節以上で，音節 と音節の境目に子音連結があり，その部分に

破裂音がある場合，そのあとに母音を入れやすい傾向がある。その結果，音節

数がふえ，英語音と しては聞きづらい音となる。この傾向は比較的多くみられ

るもので， 初期の学習のみならずいつまでもこの傾向が残っていることが多L、。

(例-6) frustrate: [frAs.treit] (2音節)→[frAs.to.reit](3音節)

registration: [ red3・is.trei.f，m](4 )→[ red3・is.to・rei・Idn](5) 

bankbook: [bank.buk](2)→ [ban.ku.buk] (3) 

adaptation: [dd.dP.tei.ldn ] (4 )→[d.dd.pu.tei.ldn] (5) 

c. 句レベル内の破裂子音の連結

多くの 日本入学習者の場合， 1つの単語としては正確に発音できていても，

単語と単語の境界を越えて破裂音の子音連結がおきるときに，不自然、な発音に

なりがちである。その原因の lつに，無意識の うちに母音を聞にはさんで発音

してしまうという ことがあげられる。

(例7)① part# time: [ po:t.taim ]→[ po:.to.taim ] 

② black # comedy : [ blak.kom.e.di ]→[bla.ku.ko.me.di] 

③ good # poem: [gud.pou.im]→[ gu.du・pou.im]

④ black持tea:[blak.ti:]→[bla.ku.ti: ] 

2 -2)子音連結で破裂音を脱落させないで発音する傾向

英語では破裂音の子音連結があると， 1音節内でも，音節と音節の境目の場

合でも，ま た句 レベルでも，はじめの破裂音は音としては脱落して聞こえる。

だが，脱落するときにも，唇や舌は一応その破裂音を発音する位置について息

をためている。そのため，普通脱落したところには一瞬 「間」が生じる。 日本

人の発音では 「間」の代わりに，息、の解放がともないがちである。したがって，

次の例の下線部の破裂音は脱落 して 一瞬の「間」として聞こえるべきところ

であるが， 日本人の発音では脱落せず， 破裂音が 2つ独立して聞こえるという
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傾向がひんぱんにみられる。次の例の下線部は脱落する音をあらわしている。

(例-8) asked [askt ] stopped [stapt ] begged [begd ] 

factory [faktri ] collect [k;:llekt ] 

don't talk [dount tコ:kJ drop down [drap daumJ 

3.息の流れと発音の基本的し くみ

3 -1)発音のしくみ

音声とは，ロ，鼻，咽頭，喉頭，気管，肺とし、う音声器官をつかって作り出

すところの空気の振動である。

肺と声道の境に声帯がある。この声帯がわずかな透き聞を残して閉じた状態

のとき，肺から出る空気の圧力で，声帯が振動する。これが空気の振動を作り

出す。芦幣を緊張させた り， 弛緩させた りすることができ，それによって，声

帯の娠動数が変化し，高い「こえ」や低い「こえ」が作られる。声道の部分は

共鳴箱にあたる。

声道がもし常に単一の形であるならば，たとえば一本の立て笛のよう なもの

であるならば， ドレミファとし、う高低は区別してだせるが，単一の振動数にし

か共鳴しないので，同じ音色の音しか出せないということになるだろう。だが，

人間の声道は喉頭より上の部分で，実際は全体で複雑な形を した一本の管であ

る。 しかも唇の形，舌の高さ，形状を変えることによって，また.腔を使 うこ

とによ って，声道の空気柱はさま ざまに形をかえる。そのさ まざまな形の空気

柱の固有振動数と一致した周波数の音だけが，共鳴し，口の外の空気を動かし

て音波となる。このようにして，さまざまな種類の母音，流音，鼻音，半母音

が作 り出される。つまり，人間の体をつかってできているこの笛は， 例えば，

トランベ ッ卜，フルー ト，オ ーボエ，ピッコロなどを lつにまとめたような，

何種類も の音色を出せるきわめて高性能の笛とし、うわけである。

この他の言語音と して，摩擦音と破裂音がある。摩擦音はやかんの湯気がシ

ュー ッとせばめられた穴から乱流性をともな って出てくるの似ている。口腔内

を流れる気流は，舌および唇によりせばめられるが，完全に遮断されることは
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なく乱流性を伴ってあらわれる。破裂音は声道の中のある部分を完全に閉じ，

肺からの空気圧を高くして，その閉じた部分を急に聞いたときに出る音指24。

3 -2)気流圧と音声の関係

口腔内の気流圧を検討する場合，下図のように簡略化して空気の流れをみる

とわかりやすし、。Pはピストンで，肺からの空気を押し出す効果をもっ。 C，

は声帯によるせばめ I C2は舌，歯および唇によるせばめである。 A" A2， 

A3はそれぞれの位置での空気圧をあらわしている。

肺 口腔内

P 

に

め

唇

ぱ

Q

t

H

 

舌

ょ
の

め

帯

ば

声

せ

口から空気

が出る

肺から空気を

押し出す

母音 C，がせばめられ， C2が聞いている場合。 A，(声門下圧)が増大し，声

帯の振動が生じやすくなる。

な+」。美
己動の流気戸し

+
1
1
¥
 

無声子音 C，が聞き， C2がせばめられるか閉じられている場合。声帯が開い

ているので声帯振動は起きないが，声道のせばめの位置まで気流圧

が増大し，空気振動をおこすのに十分なものとなる。
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A1=fu>AJ 

C1の声管はひらき 声道にせばめ，あるいは

気流の動きはない 閉鎖ができている

気音 [h] 声帯と声道内に実効的なせばめがない。口腔内の気流圧は外部の

大気圧と同じになる。

A1=A2=AJ 

C1 C2 断面積はC1>C2

有声子音:声帯と声道内の両方にせばめが作られる。 声門下圧と声道内の気流

庄は増大

3 -3)破裂音の調音の 3つの過程

破裂音の調音は，口腔内の息の閉鎖一保持一解放の 3つの過程から成り立っ

ている。舌や唇などを使って息の流れを閉鎖し，閉鎖を保持して息をため，次

に口腔内の閉鎖部分を押し破るよ うにして，息を破裂的に流出することによっ

て発音する。それを次のように図式化してみる。
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一一一〈

閉鎖保持解放 (口腔か ら息が外に流出)

破裂音の種類 [p， t， kJはロの中のどの部分で息を閉鎖したかによ って

決定される。だが，腔内のほぼ同じ位置に閉鎖をつくる子音でも，その実際の

物理的特徴は言語によ って，また語頭か，語中かによ って，かなり違ってくる。

これは閉鎖の持続の長さ，流れ出る息の量，破裂の強さの程度，アスピレー シ

ョンがでるかど うかなど，流出する息の特徴が微妙に音質を決定するからであ

る。

3 -4)スベクト ログラムで音響的に確認される 3つの過程

破裂音はスベク トロ グラ ム(spectrogram)の上で，静止部 (silence)と破裂

(burst)が明確に確認できる。どの破裂音であるかとい うこ とは後続の母音の

フォノレマ ントの変移部分 (transition)によ って基本的には確認される。 静止部

は “空白"部分で，全周波数領域にわたり，音響エネノレギーの分布が存在して

し、なし、。このことは調音的には空気の流れがここで閉鎖されていることを示し

ている。この“空白"部分はしばら く継続する。ここが保持の過程にあたる。

破裂部分は急激な解放による気流の流出を示す部分で，息が解放される瞬間に

現れる鋭い棒状のパター ンであるスパイクフ ィル (spikefil)が確認できる。こ

のスパイクフィルのあと母音のフォルマントがあらわれるまで，アス ピレー シ

ョンがはっきり観察できる場合がある。アスピレー ションがあらわれなくとも，

スパイクフィノレから後続の母音のフォノレマ ントがあらわれるまでの空白部分で

は，息が解放されている。

3-5) VOT値と破裂の強弱

voτ ( voice onset time 声帯振動の開始時間)とはスパイクフ ィルから

声帯振動が始まるまでの時聞をあらわし， 有声音の場合，声帯の振動が息の解

放より先行し，無声の場合には解放と同時か少し遅れる。このことを区別す
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るために有声音の場合マイナス値，無声音の場合プラス値であらわす。有声音

の場合，スパイクフィノレより早く声帯振動があらわれるのは，気流の動きのせ

いである。つまり，肺から押し出された空気がまずせばめられた声帯を振動さ

せながら通過しその通過した空気が次に声道の閉鎖によ って口腔内にためら

れ，その息が解放されて作られる音だからである。一方無声子音の場合は声帯

は聞いた状態で，声帯の振動を作らないままに空気は口腔に流れ込み，声道の

閉鎖によって口腔内にためられ，その息が解放されて作られる。声情が振動し

始めるのは，後続の母音，あるいは後続の有声子音の声帯振動が始まるときで，

無戸破裂音自体には声帯振動はともなわない。

VOTは息を破裂するときの喉頭筋肉および呼吸筋肉の緊張性とその形状の

変化，また気流圧の量と速度が複合的に作用している。したがって， VOTは

調音点の違いによっても 言語の違いによっても数値に変化があらわれる。ど

の言語でも， [P ]から [kJへと移動するにつれてVOT値は高くなる。

4.破裂音の息の解放の単一性と多様性

4 -1)日本語の息の解放の単一性

a. 日本語の音節構造

日本語の音節は英語と違い， I時間」単位のモーラ (mora)である。モーラは

母音 (V)，子音+母音 (CV)，半母音+母音 (GV)，子音+半母音+母音

(CGV)の母音で音節終わるものと，子音単独でそーラを構成する援音 (N)

と促音 (Q)がある。 援音とは 「ん」の文字で表わされる鼻音で，後続音に調

音点が同化する。促音とは「っJの文字で表わされる破裂音で後続の破裂音の

調音点に同化する。しかし，媛音と促音は語頭にくることはなく，必ず母音の

後にあらわれる。促音は「あっ，火事だ」の間投詞などの特例をのぞき，原則

として語末にあらわれることはないが，機音は「本JI幸運」のように語末に

もあらわれる。簸音と促音は「んんJIつつ」と連続することもなければ，お

互いに隣り合ってあらわれることもない。
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b. 日本語の破裂音の調音の基本形

音節構造のこの制約を受け，日本語では促音の場合をのぞき， 1つの単語の

中で破裂音の後に他の子音が続くことはなし、。語末が破裂音で‘終わることもな

い。句レヘルで、単語の境界をはさんでの語末と語頭を取り上げてみても ，破裂

音のあとに他の子音が連続するこ とはなし、。つまり 促音の場合を例外として，

破裂音の後には常に母音が くるというのが日本語発音の特徴といえる。

(例-9) 肩 [ka.taJ いか[j .ka ] 糸口 toJ 

この特徴は破裂音の調音の過程に影響を及ぼし， 日本語では破裂音が lつある

ごとに閉鎖一保持一解放の 3つの過程を必ずとる。しかもこの息の解放は母音

を必ずともなって現れる。

日本語の破裂音の調音の基本形

一一一一一く V 

閉鎖保持母音解放

c 例外としての促音

促音は特殊な破裂音で，語中にしかあらわれず， しかも決った音形はもたず，

後ろの無声破裂音に同化して同じ破裂音となる。

(例一10) 勝った [ka.t.taJ 一家 [j.k.kaJ ー斗 [j. t. to ] 

その結果，閉じ破裂音が 2つ連続してあらわれる。この場合の調音の過程は初

めの破裂音で息を閉鎖し， その閉鎖を一定時間保持し，次の同じ破裂音で息を

解放しその後で母音を発音する。したがって，破裂音は 2つ連続するが，息

の解放は l回しかおきなL、。

促音の調音の過程 く V

閉鎖保持保持母音解放

スベクトログラムに現れる促音の音響上の特質を調べると，普通の破裂音の

場合よりも長 く空白部が続き，その長さはだし、たし、 l拍分に相当する。そのあ
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とにスパイクフィルが lつ確認されるだけで，少し遅れて母音の フォルマン 卜

が続いている。 このことから息の閉鎖の保持が長くな ってはいるが，息の解放

は l回しかおきていないということがスベクト ログラムの上でも確認できる。

d. 破裂の微弱性と解放の単一性

日本語ではだいたいにおいて， 閉鎖の持続は比較的短 く， 破裂の程度は弱し、。

このことはスベクトログラムで確認できる。破裂時に現れる棒状のスパイクフ

ィルは，かすかにしか認められなかったり 一部の周波数にしか確認できなか

ったりすることが多い。ときには，このスパイクフィルが全く確認できず，空

白部が終わる と同時に母音のフォルマントが続いていることもある。特に文レ

ベルの日本語を読んでいる場合は，こうしろ 破裂の微弱きが頻繁にスベク トロ

グラムで確認できる。

極端に破裂が弱くスパイクフィルが全く確認できない場合でも ，空白部で閉

鎖されていた息は母音の発音と共に口から流れ出る。この息の 口からの流出が

息の解放である。したがって，この場合も破裂音の調音は閉鎖一保持一解放の

基本過程をと っているといえる。

日本語の破裂音には， 1つの破裂音+母音の構造であらわれると し、う 基本的

特徴がある。破裂の強弱にかかわらず， 閉鎖一保持一母音解放の単一な過程を

とり， 1つの破裂音を発音するには必ず息の解放を伴 う。しかし，促音に限っ

て例外的に破裂音連結が起こり，その場合は閉鎖一保持 保持一母音解放の過

程をとる。しかし，これには語中にしかあらわれないとし、う厳格な制約が働い

ており ，単語の境界を越えてあらわれることは決してなL、。

4 -2)英語の息の解放の多様性

a 英語の音節構造 子音連結の多様性

日本語の音節構造がきわめて単純であるのにたいして，英語の音節構造は多

種多様である。V(eye)， CV (go)， CCV (ski)， CCCV (straw)， VC (eight)， VCC 

(ask)， VCCC (asked)， CVC (cat)， CCVC (glass)， CCCVC (splash)， CVCC (fast)， 
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CVCCC (tempt)， CCVCC (blind)， CCCVCC (sprint)， CCVCCC (glimpse)， 

CCCVCCC (scramble) 

日本語の音節構造の典型が CVで，母音で終わるのにたいし，子音で終わる

CVCが英語の典型的音節構造である。子音連結が多様に l音節内におきるの

も英語の音節の特徴で，音節の核となる母音をはさんで，基本的には前にも後

にも子音連結が 3つまで伴う。単音節語ではないが， -edの接尾語をつけた

scrambledの場合には前に 3つ，後ろに 4つの子音が連結している。

このよ うに子音で終わる音節構造を もち，なお子音連結が lつの音節内に多

様にあらわれる英語では，子音連結が音節内に限らず，音節境界を越えて語中

でも ，また単語の境界を越えて句レベルでもどこにでもあらわれると し、う 特徴

がある。

b.語末の破裂音の発音:不完全解放

日本語には全 くないが，英語ではごくひんぱんに破裂音で単語が終わる。

“ask， pet， jump， spend， Ted， Bob， Pete"などの単語が，文末， あるいは直後

に何も続かない位置に くる場合，語末の破裂音の音は，語頭の破裂音の発音と

は異質であるのが普通である。語頭の破裂音の息は完全に解放されるが，語末

の破裂音の息の解放は不完全に終わるのが通常で，例えば，“Didyou call me， 

Ted? "の Tedの語末の破裂音 [d]と Didの語頭の[d ]とでは，息の解

放のしかたに違いがでてくる。この Tedの [d]で息を解放させて発音する

と，特に区切って発音しているという 印象が強すぎ，慎重な発音，あるいは妙

に格式ばった印象をあたえ，普通の会話の発音としては不自然である。

“語末の破裂音は「“不完全"解放」を示す。不完全解放とは，口の閉鎖の背後にあ

る圧力を次第に下げた後に閉鎖をゆっくりと解放するか，あるレは口の閉鎖の解放にさ

きだって，鼻腔への流気の通路の軟口蓋による閉鎖をゆっくの解放することをL、う。そ

うすると母音の前におきる破裂音に特徴的にあらわれる解放音がきこえない。この不完

全解放は聴覚的には解放が全く行われなかったのと同じ印象を与える。" (今井邦彦

(1989)“音声学的比較" p p. 49 ['日英語比較講座 第 l巻音戸と形態」大修館)
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この不完全解放の破裂音の調音過程はの次ように図式化できるろう。

文末の破裂音の調音過程

一一一一一・ # 

閉鎖保持不完全解放

c 問ーの調音点をもっ破裂音の連結

C，C，の連続で破裂音の直後に破裂音又は破擦音がつづくと ，C，の解放に

影響が出る。典型的に影響があらわれるのはC，と C，の調音点が同じ場合であ

る。調音点が同じ場合， C，C，の発音は 2つの破裂音を独立に発音する場合に

あらわれる閉鎖一保持一解放，閉鎖一保持一解放というくりかえしの過程は踏

まれず，閉鎖 保持一保持一解放とし、う過程が l回おきる。したがって，日本

語の促音と同じで，保持時間の長い破裂音となる。

これは図式化すると以下のようになる。

同一調音点の破裂音速結の調音過程

閉鎖保持保持解放

自然な発話では同一句内の単語を発音するのに 単語と単語の聞にポーズをおい

て発音することはない。したがって，このような子音連結は単語の境界を越えて頻

繁にあらわれる。たとえば，“whi竺旦e，good deal， be坐ime，blac匙at，dar~l" 

などがあげられる。これらの場合の調音の過程では， C，はまったく 息の解放

をもたない。(今井邦彦“音声学的比較" p 49 I日英比較講座第 l巻音声と形態J)

d 異なる調音点をもっ破裂音連結と破裂音+破擦音の連結

またC，と C，の調音点が違う破裂音連結，および破裂音+破擦音の場合にも，

C，にはなんらかの影響がおきる。 “ke旦， ask主主，hu堅金d，ja些空d，ca旦ure，

pi旦ure，big boy， wide park， ni盛田wn，biιQestnut， 01立judge"の場合， C， 

の息の解放が行われる以前あるいはそれと同時に， C，の発音のため異なる口

腔内の位置で閉鎖が形作られる。そのためC，と C，の聞には， C，の破裂音に
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普通みられる息の解放はない。この間息の流れは止められていて，閉鎖位置の

移動に必要な舌や唇の動きがあるのみである。このため，母音の前で典型的に

あらわれる C，の破裂の音は聞こえない。

以下の図式で，印“・"を次の子音の発音のための口腔内の舌，唇の位置，

形の変化があることをあらわすものとして使 う。破擦音は破裂音と同じくはじ

めに閉鎖をもっ摩擦音である。

異なる調音点の破裂音速結の調音過程

一一一一一一一一く

閉鎖保持保持解放

“・"は口腔内の舌，唇の変化(閉鎖位置の移動)

破裂音+破擦音の調音過程

一一一一一一一→ せばめから流出

閉鎖 保 持 保 持 摩 擦 音

e.破裂音+流音，破裂音+鼻音，破裂音+摩擦音の連結

日本語の場合とちがって，英語では破裂音のあとに母音だけではなく，子

音も自由に続く。閉鎖音以外の子音である流音の [IJ[rJ.鼻音の [mJ

[n ]，摩擦音の [sJ[lJ [zJ [3J [f] [vJ [θJ [d Jが続くとき，破

裂音の息の解放はおきるが，母音が続 くときの ような典型的な破裂の音にはな

らなし、。

[ 1 Jの調音は，舌を歯茎にあて完全な閉鎖をつくるが，舌の両側の空気の

通り道は聞かれていて. [1 Jを発音する間息は流れ続けている。破裂音のあ

とに[1 Jが続く場合，破裂音の息の解放が行われる以前，あるいは同時に閉

鎖の位置は移動して舌は歯茎にあて られており ，息の解放と同時に [1 J音を

作りながら息は舌の両側から流れ出て行く。したがって，母音が続くときと同

じ破裂の音にはならない。とりわけ [tlJ[dlJの連結の場合，舌は[t J 
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[d]の閉鎖をつくったのち，すこし後にずらすだけで[1 ]音に続くので，

破裂音の息の解放と同時に歯茎から舌を離したりしない。例:little ， girdle， 

破裂子音+ [1 ]の調音の過程

→ 息の流出

閉鎖保持流音 [1]となって息の解放

[ r ]の調音は，舌尖が歯茎部の後部に向かってもちあげられ，舌の中央部

に凹みを作り，舌全体は緊張している。舌はどこにも接触しておらず，またせ

ばめも作らないが，この舌の形が息の流れを妨げている。しかし，空気の通り

道は聞かれていて， [r]の発音の間息は流れ続ける。破裂音のあとに [r] 

が続くとき，恵、の解放と同時あるいはすぐあとに[r ]の音色をつくりながら，

息は口から流れ出る。例 :straigh日oad，cab rank， big road，羽生I_oad，

破裂音+ [r ]の調音の過程

一一一--==== →息の流出

閉鎖保持流音 [r ]とな って息の解放

破裂音のあとに鼻音 [m]， [n]が続く場合，破裂音の解放の前，あるい

は同時に，鼻音のそれぞれの調音点の位置に舌や唇をつかって口腔内に閉鎖を

作り，息を口腔内にため，その息を鼻から出しながら鼻音の発音をする。した

がって，この場合の破裂音の息の解放は破裂的な音を作りださず，鼻音とな

る。 例 :mil担 an，pos旦an，p包ic，也 ormal，lou~oise ， g己主旦arried，he恒旦e，

don't know， 

破裂音+鼻音の調音の過程

→ 鼻から息の流出

閉鎖保持 鼻音となって怠の解放

破裂音のあとに摩擦音の [s][z] [f] [v] [¥] [3J [θ] [d]が続

く場合，破裂音は息の解放と同時，あるいはそのすぐあとに摩擦音に続き，息
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は口腔内のせばめから気流をともなって摩擦音になって流れる。したがって

母音の前で典型的にあらわれる破裂の音と同質とは言えない場合もでてくる。

例 :grandfather，good thing， hot valley， add them， don't speak， red shirt， 

bla生~est ， bi豆~oo，

破裂子音+摩擦音の調音の過程

→ せばめから流出

閉鎖保持摩擦音となって息の解放

f .息、の解放の過程の多様性

英語は子音連結が自由におこる言語であるので，破裂音の後ろには母音だけ

でなく ，さまざまな子音が続く。後に続く子音の調音の影響を受けて，破裂音

の患の流出の仕方に違いが現れる。したがって，破裂音の調音の閉鎖一保持一

盤主主の過程で解放のありかた自体が多様に変化する。これは英語特有の特徴と

は必ずしもいえないが，日本語と比較すると，きわだった英語の特徴といえる。

g. 破裂の強度の多様性

まず第 lにあげられる英語の破裂音の特徴は 語頭で強く破裂するというこ

とだ。ストレスのある母音の前の破裂音のスベクトログラムの分析から，語頭

の破裂音には， 実にはっきりしかも 色濃 く， 周波数全域に及んでスパイタフィ

ルが現れるということが確認できる。とりわけ，無声子音の場合には，ア スピ

レーションがスパイクフィルのすぐ後ろに，はっきりと幅ひろく確認できる。

これは流出する息の量が多くかっ強く破裂していることを表している。この特

徴は文レベルの発音の場合でも同じよ うにスベク トログラムで確認できる。

またこのことは， VOT値の言語間の比較研究にり，語頭の破裂音の破裂の

強さは英語特有にあらわれる性質であるとい うことが確認されてLゐ。 1964年

におこなわれた Lisker& Abramsonの語頭の破裂音の VOTに関する研究に

よると，研究対象であるオランダ語，スペイン語，ハンガリ一語，タミール語，

広東語，英語の 6言語の中で，英語の無声破裂子音の VOT(p : 58 ms， t 
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70 ms， k: 80 ms )はきわだって高いものであった。

同じイ ンド ・ヨーロ ッパ語族の言語と比較しても， スペイン語 (p: 4 ms， 

t 9 ms， k: 29 ms ) ，オラ ンダ語 (p: 10 ms， t : 15 ms， k: 25 ms ) 

の数倍の長さにな っている。ちなみにハンガリ 一語 (p: 2 ms， t : 16 ms， 

k : 29 ms)， タミーノレ語 (p: 12 ms， t 8 ms， k: 24 ms ) ，広東語

(p : 9 ms， t: 14ms， k: 34ms)もオラン夕、語に類似した低い値である。

日本語の語頭のVOTの平均値は清水克正(1979)のデーターによると p 

20 ms， t: 30 ms， k: 36 msである。 他の言語に比べると幾分高い値に相

当するが，それでも英語と比べると1/2の値でしかない。

しかしながら，だからといって英語のどの破裂音もそうであるわけではなし、。

破裂の強度が実に多様に変化する というのも英語の破裂音の 1つの特徴である。

1 -2)で確認したよ うに，無声破裂音に特徴的にあらわれる気息の程度 (例

えば pの気息)は子音連結のなかで peak→ speak→ springの順で弱くな っ

てし、く。

また，VOT{I直は後ろにストレスのある母音がくるか，それともストレスの

ない母音がくるかによ っても大きく影響をうけ，ストレスのない母音の前では

低 くなる。清水克正(1983)は“Weismer (1979)の研究により ，母音の緊張

性の高まりは先行する子音の緊張性にも影響を与え，このことが語頭子音のア

スピ レーショ ン化に影響を及ぼすと考えられらる。"と述べている。

1 -3)で紹介した英語の有声の [t ]は，別名 「ふるえる音」とも呼ばれ

る。ストレスのない母音の前で，かつ母音にはさ まれている場合の[t ]は単

に舌先を歯茎に軽く接触するだけである。普通の [t ]にくらべると舌先の圧

力は実に微弱になっている。このように破裂音とは呼びに くいほど弱L、破裂か

ら， 他の言語の何倍も強い破裂ま で，破裂の強弱が多様に変化する。

4 -3)破裂音の息の解放の仕方のまとめ

日本語の音節は「時間」単位のそーラで，母音で終わる CVを典型的音節構

造とする。音節構造にかかる制約から子音で終わることも，子音連結が自由に
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ゆるされることもない。これを反映して破裂音の調音過程は，基本形と例外と

しての促音の 2種類しかなL、。しかも息を解放する仕方はどちらの場合も単一

的で，かならず母音をともなう。

1 )基本形 一一一〈 V 閉鎖一保持一母音解放

2 )促音 くV 閉鎖一保持一保持一母音解放

一方英語の音節構造は，子音でおわる cvcを典型とし，子音連結が多種多

様にあらわれるとし、う特徴がある。破裂音の調音の過程は，この多種多様な子

音連結を反映してさまざまである。

3 )文末のcvc
一一一・ # 閉鎖一保持一不完全解放

4 )同一調音点の破裂音速結

く 閉鎖一保持一保持-解放

5 )異な る調音点の破裂音速結

一一一・一一一く 閉鎖一保持保持一解放

6 )破裂音+破擦音連結

閉鎖一保持一保持ーせばめから解放

7)破裂音+流音

閉鎖一保持一流音のわきから解放

8)破裂音+鼻音

閉鎖一保持一鼻から解放

9)破裂音+摩擦音

閉鎖一保持一せばめから解放

3と4の解放はその後に母音がくる“bla生 cat"の場合は母音解放となるし，

そのあとにたとえば[r ]がくる“bla生~rayon " の場合は流音のわきからの解

放となる。このように，子音連結C，C，において C，が破裂音の場合，その調

音は盟鎧ニ皇査でおわり，その息の解放は後続音と結びつししたがって， 耳
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にはC，の音は脱落して，音は聞こえず「間」が残る。また破裂音が単独で文

末にくる場合は閉鎖一保持でおわり，不完全な解放となる。

5.まとめ

日本人学習者の破裂音の発音における 2種類の誤りの傾向は，日本語の破裂

音の息の解放の仕方の基本的特性が干渉してでてきたものである。日本人学習

者は，英語の子音連結において，破裂音が後続音とむすびついて多様な息の解

放の仕方をしていくことに気づかない。代わりに 日本語の単一な息の解放の仕

方をあてはめて発音してしまう傾向がある。そのため，破裂音があると語末で

も母音をいれて発音してしまう。また母音をいれなくても，息の解放をそのつ

どする傾向がある。とくに多音節語内の音節の境界をこ えた子音連結は苦手で，

息使いがわからず，無意識の内に母音をいれて音節数をふやして発音してしま

う。あるいは，破裂音ごとに息の解放を一回入れてから次の子音を発音するの

で，本来ならば，音としては脱落すべきところが脱落しない。単語の境界をこ

えて子音連結がある場合は，なおさらこの傾向が強くなる。

また，日本語的息の解放の仕方では，息の出し方はあまり強くなく，強弱の

差もあまりなく ，モーラごとに一定している。一方，英語的息の解放の仕方で

は， 一回の息の出し方は基本的に大変強い。そのうえ，後ろの母音のストレス

の有無によって息の強弱の差ははげしく変わる。 一定量の息を同 じように出し

続けるのが日本語の特徴なので，英語の一回の息の量の大小，息、の解放の強さ

に強弱があることに全く気づかないでいる学習者がし、る。また気づいていても，

日本語的息の出し方が無意識のうちにじゃまを して，強弱をつける息のつかい

方がなかなか習得できないでいる学習者はことのほか多い。

日本人学習者の破裂音の発音の誤りを矯正するには，単に単独の破裂音の調

音点の指導と， アスピレーションを入れた強い破裂のしかたを指噂するだけで

は十分ではない。日本語からの息使いのしかたの干渉を取り除くには，日本語

との違いを理解させながら徹底的に指導訓練しなければな らない。 したがって，

語末の不完全解放の発音のしかた，及び音節の境界や単語の境界をこえて子音
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連結がおきている場合，破裂音が後続音とむすびついて多様な息の解放のしか

たをすることを，組織的に集中して指導訓練する必要がある。また英語らしい

破裂音の発音を習得させるには，強い息使いだけでなく強弱を自在につけて息

を解放する仕方を指導訓練する事が必要である。

今後，この方向に沿って更に日英語の発音に関する比較研究が深められるな

らば，より本質的な発音上の特徴を明確にすることができるだろう。そうすれ

ば，学習者にとって必要な発音訓練がどこにあるのかがもっと明確に位置付け

られるにちがし、ない。母国語からの干渉を早い時期に取り除くためにも，この

分野のさ らなる研究が望まれる。

注)

1) c f.そのほか skw-，skl-， skfーなどの例もみられるが，範例的なも のではな

いので上の表からは省いてある。

2) p p. 38 i日本語音声学」水谷修1978 シャンパンのびんの 口を開けると きに出る

音と同じ性質の音と水谷は言っている。
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Japanese Nasal /N/: a Diacronic View 

Shusse Naoe 

Introduction 

It will be shown that alternation between lul and the mora nasalIN11 

has been a characteristic sound change that often appears in the history of 

Japanese. It is not only found in vestigial morpho-phonemic remnants， but 

it also occurs in modern Japanese as a still active allophonic rule. A part of 

what is often referred to as lu/-mnbin ('customary euphony') and INIーmnbin

may be a result of that same process， which is traceable to the phonology 

of eighth century， or older Japanese. That is to say， some lu/-euphony word 

forms and INI-euphony word forms are related by a phonological process that 

reflects the historical developments of the two types of euphony 

The obstruent opposition in old Japanese is assumed here to have been 

that of prenasality， not the generally accepted opposition of voice. It will 

be shown that the lul -INI alternation may be a result of the ancient pre-

nasal vs non-prenasal opposition 

1. Alternation in History 

Throughout the history of Japanese one discovers any number of alter-

nations between lul and nasals (/ulーmnbinand INIー0ηb伽 intraditional ter-

minology). Some examples are given below: 

IkaNbasil -Ikaubasil (‘smell good')， 

lyoNdel - Iyoudel (a conjugation of ‘read')， 

Itemidul > Iteudul > Ityoozul (‘hand-washing water')， 

ImaraNdol - Imaraudol (‘guest')， 

/kuraNdol - /kuraudol 

/kamibel > Ikaubel 

akiNdol -lakiudol 

yamaNbal -Iyamaubal 

Isamuraul - Isauraul 

Iramul -Iranl > Iraul 

(‘an official')， 

('head')， 

(‘merchant') 

(‘mountain hag') 

(to be attendant) 

( auxilliary‘will')2 
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Except for the first two and the last examples， the above are all noun 

compounds that consist of two elements each. For example， /maraNdo/ is 

usually analyzed as /mara/ (‘rare') and Ibito/ (‘man')， allomorphs of /mare/ 

and /hito/ respectively. These are examples so-called /N/-ombin and /u/ 

ー仰nb伽.Nasals are not the only segments involved; obstruents ca also change 

into lu/， as the following examples indicate. 

I*kaputel > Ikautal (‘buy' and dialectal ‘bought，)3 

/事wopitol> /wautol (/otto/4 'husband') 

/本otopito/> /otouto/ 

Inakabito/ > Inakaudol 

/kakul > Ikaul 

Iyauyakul > Iyauyaul 

(‘younger brother') 

(‘go-between') 

(‘in this way') 

(‘gradually') 

Here 1 will make a non-traditional distinction between the two kinds of 

lu/ー仰nbin;i.e. those that appear to involve also /N/ーombin，and those do not. 

The former will be referred to as INI -lul alternation. In other words， a 

certain part of so-called /ulーomb伽 and/NIーombinare interrelated process-

es. The main idea in the present study is that the IN/ -/ul alternation goes 

back to the phonology of ancient Japanese， probably in the eighth century 

or before， when the obstruent opposition was not between voicelessness and 

voicedness (as in more recent Japanese) but probably between pre-nasality 

and non-pre-nasality 

2. Ancient Japanese Phonology 

Japanese in ancient times is usually assumed to have had the following 

characteristics 

1. Voiced obstruents did not occur initially in native words (yαmαtokotobα); 

which is to say that voiced obstruents always occurred medially， especially 

in compounds. Words beginning with a voiceless obstruent frequently changed 

into a voiced obstruent in compounds; for example， /toril (‘bird')， Iyama/ 

(‘mountain')， but Iyamadori/. This is called rendαku， or sequential voicing 

There were no final obstruents， since Japanese was already a CV language. 

2. There was not a mora nasal/NI yet; it developed much later in the histo-

ry， probably in the twelfth century， (Vance， 1987， 108)， after the massive 

Chinese borrowings 
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3. The modern !h/ was probably a bilabial stop [p] or a fricative [到 5

The list could be extended further， but the above three seem to be the 

most important in the fN/ -/u/ alternation 

2.1. Re托dαku，or Sequential Voicing 

Among the traditional distinctions in Japanese phonology are seion and 

dαkuon. Seion refers to a CV syllable beginning with a voiced obstruent， and 

similarly dαkuon (the same as dαkuin γendαku) refers to a CV syllable with 

an initial obstruent of the voiced category. This is generally true in modern 

Japanese except for a few dialectal variations. However， there凶 noguarantee 

that it was also true in older forms of Japanese (Komatsu 1981， 57). The es-

sential problem here is the writing system of Japanese itself. In the early 

stage (the eighth century， for example) of writing， only Chinese characters 

(kα句ii)were used， mostly by representing each Japanese syllable with one 

Kanji(mαn'yogαnα). Moreover， while K，αna syllabary representing syllables 

developed， the predominant custom was not to assign any diacritical mark 

to indicate dαkuon. Syllabic writing systems are intrinsically more difficult 

than alphabetical systems when one tries to identify phonetic values because 

they represent syllables， not segments 

Some authors claim that a nasal quality， and not the modern voice， was 

the distinctive feature in ancient Japanese. Mabuchi (1971， 34-36) states 

that Japanese obstruents contrasted with respect to nasality in the eighth 

century. His arguments are convincing， since the m勾orityof the kα吋iused 

m作Bαn'yogαηαtorepresent dαkuon obstruents represented syllables with 
initial nasals in Chinese of the same period. Ono (1990) writes that dαkuon 

obstruents were pre-n回 alizeduntil Muromachi Period， and states that modern 

Japanese [η] is a surviving descendant of the pren剖 alityimmediately before 

medial dαkuon obstruents.6 Vance (1987， 108) goes further and says; 

there is good reason to believe that voiced obstruents were prenasal 

ized in Old Japanese， and some modern dialects， notably those of 

southern Shikoku and northern Honshu， have retained prenasalization 

to some extent 

though it is not clear what he means by “Old Japanese." 
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By way of contrast， Hashimoto (1966) seems to be unconcerned as to the 

phonetic value of dαkuon， and Hashimoto (1980， 142-143) nonchalantly says 

that dαkuon obstruents were voiced obstruents， dismissing modern Iη/出 a

later development. 

If the above assertions favoring prenasality are true as 1 assume they are， 

then the translation of rendαkuas“sequential voicing" is rather awkward， 

so 1 will use rendαku for lack of a better expression. 

2.2“Fossilized" Evidence in Support of Nasality 

Besides the dialectal nasal quality of dα伽 onobstruents， alternation be-

tween nasals and stops can be seen in foss出zedalIomorphs. See the following: 

ItaNbol (ta + pO)7 

lhiNgasil > /hig出 i/8

IkaNzasil (kami + sasi) 

Ihemil > 居間bil-lhabu/9 

lakaNbool (aka + boo) 

!koNbul - Ikobu/10 

Itobil -Itombil 

IKaNmuril -!kaburil 

lubal - 10Nbohigasa/1l 

Isamuraul - Isaburaul 

‘rice field' 

‘east' 

‘hairpin' 

‘snake' 

‘baby' 

‘seaweed' 

'Milvus Migrαηs' 

‘head'，‘nod' 

‘old woman'，‘overprotection' 

‘to be attendant' 

Besides， a large number of one-time compounds (some of which appeared 

previously) reveal hidden lu/-euphony. Consider the following. 

(type A)12 

Imare + bitol > Imaraudol - ImaraNdol (‘guest')13 

Iwaka + bitol > Iwakaudol (‘youngster') 

Inaka + bitol > Inakaudol 

loti + bitol > lotiudo/14 

Imata + bitol > Imataudol 

!kata + bito > !kataudol 

Ikoma + bitol > Ikomaudol 

Imesi + bittol > ImesiudoP 

laki + bitol > lakiNdo/16 

Iyori + bitol > Iyoriudol 
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(‘go-between') 

(‘defeated soldier') 

(‘honest man') 

(‘ally') 

(‘foreigner') 

(‘servant') 

(‘merchant') 

(‘official scribe') 



/mati + bito/ > /matiudo/ 

/uti + bito/ > /utiudo/ 

Compare the above with the following 

(type B) 

/wo + hito/ > /wotto/ 

/oto + hito/ > /otouto/ 

/imo + hito/ > /imouto/ 

/to + hito/ > /tohito/ 

/mewo + hito/ > /mewoto/ 

/siro + hito/ > /sirauto/ 

(‘townsfolk') 

('naive man') 

(‘husband') 

(‘younger brother') 

('younger sister') 

(‘foreigner') 

(‘married couple') 

(‘amateur') 

These two groups differ in final syllables; type A compounds end with 

dαkuon CV /_do/， while type B compounds end in /_to/. The original forms 

on the left side of Type A have /bito/， and those of Type B haveふito/，which 

is an allomorph of /hito/ (‘man') as in /hitobito/， (‘people'). These two types 

came forth presumably along the following line. 

Process A: 

'wakam bito > 'wakaNdo > 'wakaudo > wakaudo > wakoodo 

(prenasalization→ /N/ formation→ nasalized /u/→ denasalized /u/) 

Process B: 

'otopito > 'oto<Tito > 'otowito > otouto > otooto 

In other words， /mb/ is the source of the /u/ -IN/ alternation. Here 

dαkuon is assumed to be nasality before voiced consonants. (lmb/ is a pre-

nasalized voiced bilabial stop). Process B is a textbook account in Japanese 

philology for explaining how Japanese labials degenerate into a non-Iabial 

sound. 

It is likely that the difference between the two types was caused by ren-

dαku; those compounds which underwent reηdαku developed into Type A 

words， and those which did not undergo it retain the original final voiceless 

/_to/. As for the feature spread of nasality on a匂oiningsyllables， see 

Kawasaki， (1986). 

Fhu 
Q
U
 



The reality of Process A may be shown by reductio ad absurdum. Sup-

pose the Type A words also derived from a process similar to the Type B 

process， l.e 

wakabito > 'wakaβito >本wakawito> 'wakauto 

it would be impossible to explain: (1) the reason why the two types end in 

different syllables. (2) the consistent changes in Type A and Type B words; 

all words ending in I_tol had originallhitol and all words ending in I_dol 

had originalゐitol.In fact， the data collected for the present study show no 

direct counter-examples to this consistency. Another ground for consider-

ing Process A to be warranted is attestations in the literature; lakiNdol， 

/kuraNdol， and ImaraNdo/ are attested forms， and become dictionary 
19 entrtes. 

Both the processes consistute examples of lul-euphony， but the two 

should be distinguished， for otherwise it would not be clear why the Type 

A compounds end with /dol while the Type B compounds end with /to/ 

Mabuchi (1971) says it is not known why /ul and IN/ alternate in /kuraudo/ 

and /kuraNdol. As shown above， the postulation of prenasalized I*mb/ makes 

the alternation very natural 

3. Vestiges in Modern Japanese 

Process A summarizes the sound changes that presumably were active 

allophonic rules at some period in ancient Japanese， though it must have 

taken a long time to complete the process. The latter part of the process laNI 

> lau/ > au/ seems to occur again and again. (See the lul -IN/ alternation 

given earlier). 

INI epenthesis， which is in a way similar to the above given examples of /ml 

-Ibl alternation， is still a productive morpho-phonological tendency: e.g. 

I-bool > I-Nbool. 

labare + bool > /abareNbool (‘rough person ') 

/kuisugi + bool > /kuisiNboo/ (‘big eater') 

loisii + bool > loisiNbol (‘gourmet') 

The first example labareNbool may be a result of a process lru/ > INI， 
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which is also common in Japanese. The last example， however， is suggestive 

in that it is a very recent coinage， no older than a few years.16 

Phonetically speaking， the latter part of Process A (i.e. INI -nasalized 

IV/) is an active allophonic rule in modern colloquial Japanese IVNV/. Con 

sider the following: 

IseNekil → [seieki) (‘military service') 

IsiNitil → [siitsi] (personal name) 

IdeNwal → [deuwa] (‘telephone') 

IhoN#ol → [houo] (accusative ‘book')17 

IhoN#urul→ [houuru] (‘sell a book') 

IhoN#arul→ [houaru] (‘there is a book')18 

The last four examples clearly are modern versions of the historicallNl 

-lul alternation. In articulatory terms， the above six are examples of an-

ticipatory nasal assimilation; the velum is lowered prematurely in anticipa-

tion of the following INI. The cause of the nasalized [u] is also premature 

rounding of the lips that spreads backward from following vowel. Nasalized 

[i] occurs for the same reason in the first two examples. This might explain 

another euphony， namely lilーのJ，phony18，but it would be beyound the scope 

of the present study 

4. Conclusion 

It has been shown that some of the lu/-euphony and IN/-euphonνare ex-

plainable by postulating prenasalized voiced obstruents in ancient Japanese 

Moreover， they may be partially subsumed under the heading“INI -lul al-

temation. This alternation derives from phonetic rules(s) of ancient Japanese， 

and leaves morpho-phonemic traces. Similar processes are observable in the 

allphones of modern Japanese. Thus it wiIl be fair to say the alternation is 

something very natural in the phonology田 wellas the phonetics of Japanese， 

synchronic and diachronic. 

Notes 

1. INI is defined here to be a nasal sound that constitutes a mora and/or 

a syllable， so Imul is also a INI if pronounced that way 

2. In all the examples (including those in following paragraphs) asterisks 
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are added to word forms that are not entries in either 1:ωαηαmi Kogojiten 

or Shinclw Kokugoji，加 L

3. /au/ in all these examples underwent still another sound change and de 

veloped into /00/: e.g. /otooto/， ('younger brother'). The modern desen-

dant of the first example is Ikoota/， a southern dialect form. The first 

three examples represent the sound changes /牟p/→ /*争/→ /*w/→ /u/.

Whether a similar process affected /nakabito/ > /nakaudo/ will be sub-

stantiated in 2.3 

4. This is also an example of soku-ombin， ，‘choked sound euphony" 

5. There is no general agreement as to when the /p/→ /φ/ sound change 

occurred. 

6. Ono， 1990 

7. 1t is possible that some of these one-time compounds were Noun + posse-

sive particle na + Noun sequences. See Vance， (1987) 

8. (in connection with note 7.) /下ino kasi/→IhiNgasi/ 

9. Ihemi/ is an older from， and it is found in dialects. 

10. 1ωαηαmi Kogojiten assigns kom仇lto Ainu 

11. /oNbo hi gasa/， (‘nursemaid and parasol') 

12. All these examples ending in Ihito/， Ibito/ come from dictionary entries 

in Iwαηαmi and Shinch(， 

13. 1ωαηαmi has /marauto/， but Shioncho has /maraudo/ 

14. Type A words fall into two categories; /_iudo/ and /audo/; the former 

may be involved in /i/-euphony. See 3 

15. 1ωαηαmih剖 /mesiuto/but /mesiudo/ is found in Shincho 

16. Hanasaka， Oishimbo， which is a comic book 

17. The last three examples are taken from Vance， 35-37 
18. If it is so， then it is another support for the hypothetical prenasalization 

in ancient Japanese 
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議院規則に関する一考察

はじめに

l 議院自律権と議院規則制定権

2 議院規則と国会法

3 議院規則と決議

4 議院規則と司法審査

結びにかえて

はじめに

福 岡 英 明

議院がその内部組識を議院自律権の具体的表現形態である議院規則によ り定

めるということは，いわば比較憲法 ・議会法の常識あるいは公理に属するとい

える。 しかしながら，日本では，実際には国会法がこれを定め，議院規則がその

細目を規定するとしづ方式がとられている。したがって，常任委員会のように

各議院共通の内部機関の場合はその弊害が小さいといえるかもしれないが 1)

各議院独自の手続や内部機関の場合にそれを国会法で定めることには各議院の

自律権を侵害ないしは制約する恐れが多分にあるといえよう 2)。最近のそのよ

うな例としては，参議院改革の目玉として導入された参議院調査会の創設過程

を挙げることができる。ただし，それ自体は本稿の課題ではないので立ち入っ

た考察は差し控え3) ここでは一般論として各議院独自の手続や内部機関につ

いて まで国会法で定めることが他院の干渉を容易にしていることのみを確認す

るにとどめ，以下，このよ うな問題の基礎にあると思われる議院自律権，とり

わけ議院規則について考察することとする。
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1)それでもやはり疑問がないわけではなし、。周知の通り，昭和55年の国会法第12次改

正(第91回国会)により，衆議院に 2個の常任委員会(科学技術 ・環境)が新設され，

いわゆる「肢行的常任委員会制度」が導入されたが(国会法41条)，これについては，

「肢行的なことを両議院共通法規たる国会法に書く必要があるのか，原点に戻って，

各議院の自律権 (規則制定権)との関係から根本的な疑問が生じることは確かである」

との批判がある(鬼塚誠「衆議院のみ常任委員会を増設した肢行的常任委員会制度の

誕生J時の法令1077号 ・1980・18頁)。 なお，この改正の際，両院の議運委理事会が

「両院の合意の範囲内で各院が独自に制度改正できる」旨を同時に申し合わせていた

ことは銘記されてよいだろう。これについては， 1"まさに懸案の『参院改革』への

『突破口』を開く意義をもつものとして評価に値するであろ う」との指摘がある(高

野真澄「参議院改革の諸問題」法律時報52巻 6号 ・1980・42頁)。

2 )かくして，昭和40年代後半に自由討議制の復活が議論されていた際， 1"もとより参

議院規則で定めることも自由であるが，議院運営の『慣例』として復活 ・定着させて

いくことで足りるであろうJと指摘されていたことが想起されてよい (高野真澄「国

会法と議院の自主 ・独立性について」法律時報47巻 7号 ・1975・126頁)。

3 )参議院改革の全体的な流れについては以下を参照。因島信威「参議院改革の概要に

ついて」金沢工業大学人間科学研究所報 2号(1988)152頁以下。佐藤功「国会改革

問題の経過と現状 (上) (下)Jジュリスト 883号(1987)42頁以下， 885号 (1987)62 

頁以下。次に，参議院調査会の創設過程について簡単に見ておく。参議院はその政党

化が進み，衆議院のカーボン ・コピーといわれ，その存在理由自体まで問われるまで

になっていた。そこで，その独自性を発揮し，信頼を回復することが課題とな ってい

た。河野議長時代の昭和46年 9月，参議院問題懇談会(議長の諮問機関)は，その答

申の中で 「参議院の性格と参議院議員の任期とにかんがみて，長期的， 大局的視野に

立った国政の調査を大い行うべきである」と述べていた。安井議長時代の54年12月，

原則として調査を行うが法案は審査しない「エネノレギ一対策特別委員会」が設置され

た。徳永議長時代の56年 3月には，衆議院自民党の参議院改革プロジェクトチームが，

法案審査を行わず，3年聞を区切りに長期的総合的な調査を行う「調査会」の設置を

提案し，次いで，同年 9月に参議院改革協議会(議長の諮問機関)の小委員会も調査

会制度の導入案を提示した。しかし，衆議院の自民党との意見調整が難航し， この案

は流れてしま った。結局， 58年 7月に法案審査を行わす.長期的に調査を行う 2つの調

査特別委員会 (国民生活 ・経済および総合安全保障)が設置されるにとどま った。 木

村議長時代の60年11月，参議院改革協議会小委員会は再度， 3つの調査会の設置を答

申しようやく難産の末61年 5月に 3つの調査会 (外交 ・総合安全保障，国民生活お
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よび産業 ・資源エネノレギー)の新設を内容とする国会法改正が実現した (以上，菊池

守「一層の飛躍が期待される参院調査会」国会月報平成 2年 2月号 ・1990・14頁)。

また，既述の56年 9月の参議院仮IJの法案において，既に調査会を国会法で定めること

が考えられていたことは留意すべきである。この点，詳しくは，前田英昭「参議院調査

会の創設をめ ぐって(その 2)J駒沢大学法学部研究紀要48号(1990)137頁以下参照。

1 議院自律権と議院規則制定権

(1)議院自律権 戦後の議院自律権の代表的な研究によれば， I W議院の自律

権」とし、う文字は， 日本国憲法中にないばかりでなく ，おそらくどこの国の憲

法中にもない。しかし，自律権とし、う文字こそ用いてないが，成文憲法を有す

る国の憲法中には，明らかに議院の自律権につき規定する条文が数箇条存する

のがふつうであるほか， 明文の規定の有無にかかわらず，立法府である議院が自

らの内部の事柄について，行政権，司法権から独立して自律権を持つことは当

然であるとし、うことが，各国においていわれている。行政権，司法権および他

院からの干渉を受けることなく，議院内部のことにつき自ら決定するこの自主

権，自治権を， W議院の自律権』と称するJ1)と要約されている。

ここでまず確認されるべきことは，日本国憲法に議院自律権の明文規定が存在

しないことである。それは， I独立の地位をもつことの，当然の帰結」だからで

あり， Iこれに比べれば制度上の意味の限定的な議員の不逮捕特権や免責特権

がかえ って憲法典に規定されるのは，それが，独立的機関の構成員とされるこ

とからする当然の帰結とは考ええないことによる。憲法典に規定されなくても，

議院の自律権は，議院の存在理由を確保するため不可欠で，議員特権などより

重い意味をもっている」ともいわれている 2)。

次に確認されるべきことは，日本国憲法の中にも，議院の自律権を前提とし

た規定が存在することである。すなわち，第55条「両議院は，各々その議員の

資格に関する争訟を裁判する。但し，議員の議席を失はせるには，出席議員の

=分の二以上の多数による議決を必要とする」と第58条「①両議院は，各々そ

の議長その他の役員を選任する。②両議院は，各 4その会議その他の手続及び
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内部の規律に関する規則を定め，又，院内の秩序をみだした議員を懲罰するこ

とができる。但し，議員を除名するには，出席議員の三分の二以上の多数によ

る議決を必要とする」である。また，国会法の中にも，議院の自律権を前提と

した規定がし、くつか存在する。かくして，有力な学説に従って，日本国憲法お

よび国会法に規定されている議院自律権の 目録を作成すれば，以下の通りであ

る3)。

(1)組織自律権としては， ①院内組織の決定権， ②役員の選任権 (憲法58条 l

項)，③所属議員の身柄や身分に関する権能 (a)会期前に逮捕された議員の釈

放要求権， (b)会期中の議員逮捕の許諾権(国会法33条)， (c)議員資格争訟の裁

判権(憲法55条)

(2)運営自律権としては，④議院規則制定権(憲法58条 2項前段)

(3)秩序保持権としては， ⑤議員懲罰権(憲法58条 2項後段および但書き)，

⑥傍聴、人，議員以外の者に対する議長の排除権(国会法118条， 118条の 2)， 

⑦議長の院内警察権(国会法114条， 115条)

(4)財務自律権 (国会法32条)

このようにかなり完成された自律権が整備されているわけであるが，この う

ち，議院規則制定権について次に見ておこう。

(2)議院規則制定権 憲法58条 2項前段は 「その会議その他の手続及び内部

の規律に関する規則を定め・・・・ることができる」と規定している。通説的

見解によれば，ここにい う「規則」は， I各議院が単独に制定する法形式をい

うl)と形式的意味において理解されている。しかし，有力な学説は，形式的

に理解すると， I憲法58条2項は，各議院が各議院で制定するものを定めうると

の趣旨に帰着し，意味のない同義反復に陥ってしまう 」ので，この「規則」は，

「議院手続準則という内容を示すものとして，もっぱら実質的に観念されなく

てはなるまし、。要するに，憲法の定めるとこ ろは，各議院が，自由に，その手

続準則 (ru1esof its proceedings)を決定し うるということである」と述べてい

る5)。

次に，議院規則の所管事項の範囲について見てみると，憲法58条 2項は，
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「その会議その他の手続及び内部の規律に関する規則Jとしており，その趣旨

は， i一般に議会の議事規則の内容として考える事項を記載しているのであっ

て，とくにその内容を制限しているようには考えられなし、l)とか， i規則事

項を制限列記するものではなく，議院の活動に必要な諸事項一般を意味するも

のと解される/)といわれている。したがって，議院規則は， i議院の権能行

使に必要な限度において所要の定めをなし得ると解され，それが議院内部にお

けることがらであろうと，議院外部にかかわる事項であろうと問うところではな

いJ8)。なお，これに関連して，所管事項に関する議院規則と法律との関係が

問題になるが，それについては後に触れる。

また，議院規則が法規を含むか否かとし、う問題について， i形式上/)，学説

の対立がある。というのは，議院規則が議院の構成員だけでなく，第三者を拘

束する場合があることについて異論はないからである 10)。ともあれ，両者の対

立を見てみると，まず，肯定説は， i議院規則の内容は，法規を含むことをけ

っして排斥するものではない。ただ，ことの性質上， 一般国民に直接に関係の

ない事柄が通常その内容になるというだけのはなしである。したがって，それ

はほかの法律と同様に正式に公布することにしても けっしてその性質に反す

るわけではないJll)とする。これに対して，否定説は，議院規則は， i議院と

L、う 独立の機関の内部事項を自律的に定める規則にすぎないとされ，人民の社

会生活を規制すべき一般の法令とは異質とされる。したがって，それは公布さ

れなL、J12)とし、う。このように，公布の有無も問題とされている点にも留意す

べきであるが13) いずれにせよ，両者は実質的には大きな相違はないように思

われる 14)

最後に，憲法58条 2項の「規則」を議院手続準則という意味に実質的に解す

ることに関連して，その決定方式が問題となる。この「規則」を形式的に理解

すれば，その決定方式は「衆議院規則Ji参議院規則」とし寸法形式による成

文化ということになろう。ただし，かつて参議院緊急集会規則が制定されてい

たように，議院ごとに単一の法典形式をとるとは限らない15)。これに対して，

これを実質的に解する立場からは 以下のような類型が提示されている 16)。す

なわち， (イ)議院手続準則を一括して決議する場合(法典化)， (ロ)機に臨
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み必要な準則のみを個別的に議決する場合(部分的成文化)， (ハ)先例の積

み重ねとして議事録等から抽出，確認され うる場合(不文慣行)の三種である。

後者のほうが，議院運営の実態を適切に説明しうると思われる。

1)藤田晴子「議院の自律権JW日本国憲法体系第五巻統治の機構 (II)j] (1964) 

313-314頁。

2 )小嶋和司『憲法学講話j](1982) 92頁。

3 )問 ・105-109賞。大石員「議院自律権」芦部信書 ・編『憲法の基本問題j] (1988) 94 

頁以下。

4 )宮沢俊義 ・芦部信喜補訂『全訂日本国憲法j](1978) 443頁。

5 )大石・前掲論文96頁。

6)黒田覚『国会法j](1958) 39頁。

7 )杉原泰雄『憲法IIj] (1989) 258頁。

8)松津浩一『議会法j](1987) 36頁。

9 )清水陸 「第58条JW基本法コンメンターノレ〔第三版〕憲法j](1986) 209頁。

10)藤馬龍太郎「議院規則と国会法との関係JW憲法の争点(新版)j] (1985) 170頁。

11)宮沢 ・前掲書444頁。また，黒田教授は， i議事規則が議事手続その他に関連して，

第三者に拘束力をもっ場合のあることは，実例としては存在するし，これらを理論的に

全面的に否定する根拠もない。ただしかし議院規則の本質からいえば，それはし、ゎ

ば例外的なものである。ことに議院規則が憲法に規定されてないような新しい義務づ

けを行う場合は，その範囲はいっそう限定的に考えられるべきであろう。 ・・・・ 議

院規則が法規を内容とする場合のあり得ることは，やはり否定できなし、。議院規則が

正式に公布されない，という一点から，これを全面的に否定することは，できないで

あろう」とされる (黒田・前掲書42-43頁)。

12)小嶋和司『憲法概説j](1987) 405頁。また，小嶋教授は，i議院規則は，院内にあ

るかぎり，外部からきた国務大臣，政府委員，公述人，傍聴、人等をも拘束する。が，

このことをもって，それを『立法』の一種となす見解は少数説で， ・・ ・・また，そ

れが公布されぬことの当否も疑われていなL、」とされる(芦部信喜，小嶋和司，田口

精一『憲法の基礎知識』・ 1966・133頁)。

13)議院規則が公布されないもうひとつの理由として，松津教授は，i公布は行政権の

作用であるから，古くは，これを要するとすればその限りで政府の干渉を受けること

があり得るとして，自律性保持を貫くために公布を要しないとする考え方が生まれ，

今日までそのように取り扱われてきたのかもしれなし、」ということを指摘される (松
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津・前掲書37頁)。なお，議院規則の改正も官報に掲載されている。

14)積田耕一「国会の自律権と議事手続』ジュリスト638号(1977)155頁。

15)大石員「議院の自律性」ジュリスト955号(1990)85頁。

16) 同 ・ 85頁。同「議院自律権」前掲96頁。同『議院自律権の構造~ (1988) 317頁。

2 議院規則と国会法

(1)国会法 既に見たように，憲法58条 2項は各議院に自由な規則制定権 (議

院手続準則の決定権)を認めている。したがって，憲法はそれと議院規則の聞

に法律が介在することを予定していないと解される。すなわち，憲法58条 2項

は. I両議院ハ此ノ憲法及議院法ニ掲クルモノノ外内部ノ整理ニ必要ナル諸規

則ヲ定ムノレコトヲ得」と定め，議院法の存在を前提とし議院の規則制定権を限定

的にしか認めていなかった明治憲法51条とは本質的に異なっている 1)。しかしな

がら，実際には，明治憲法下の議院法の代わりに昭和22年法律第79号として「国

会法」が制定され. 18次の改正を経て現在に至っている(平成 3年現在)2)。

現在の国会法の内容は. 1章「国会の召集及び開会式J. 2章「国会の会期及

び休会J. 3章「役員及び経費J. 4章「議員J. 5章「委員会及び委員J. 5章

の 2I参議院の調査会J. 6章 「会議J. 7章「国務大臣及び政府委員J.8章

「質問J. 9章「請願J.10章「両議院関係J.11章「参議院の緊急集会J. 12章

「議院と国民及び官庁との関係J.13章「辞職，退職，補欠及び資格争訟J.14 

章「紀律及び警察J.15章「懲罰J.15章の 2I政治倫理J.16章「弾劾裁判所J.

17章 「国立国会図書館，法制局及び議員会館J.18章「補則」とな っている。

以上の国会法の内容は，大別，次の三種に分けられることが多い 3)。

①憲法上の立法事項に関するもの 憲法43条 2項. 44条.47条，など選挙法

関係のものを除くと. 49条の議員の歳費請求権. 50条の議員の不逮捕特権.59 

条 2項・ 60条 2項 ・61条・ 67条2項のそれぞれ法律案の議決 ・予算の議決 ・条

約の承認 ・内閣総理大臣の指名に関する両議院の協議会. 64条 2項の弾劾裁判

所に関する事項である。

②憲法上の立法事項に準ずべきもの 憲法では明示的に立法事項とされてい
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ないが，理論的には当然に立法事項と考えられるべきものであり，たとえば，

憲法52条の国会の常会の召集時期やその会期の日数等である。

③議事規則に関するもの 国会法の内容の大部分は，国会の活動に関する内

閣と両議院の関係，両議院相互の関係その他各議院と外部との関係に関するも

のと，各議院の内部組織や議事手続 ・内部規律に関するものを含んでいる。

しかし上の国会法の内容の分類には，ある事項が本来，法律事項なのか，規

則事項なのかを明確にするとし、 う観点が欠けているので，以下の分類のほうが

適切であると思われる 4)。

①国会の召集 ・開会 ・会期及び両議院関係の如く(法第 l章，2章及び10章)，

本来， I国会」事項として両議院の交渉を必要とすべきもの。

②役員及び経費，委員会 ・調査会及び委員，会議，質問，請願，資格争訟な

どのように，さらには紀律及び警察，懲罰のように(法第 3章， 5 -6章， 8 

-9章， 12-15章)，明らかに院内事項に属し，各議院固有の手続準則決定権

に留保されるべきもの。

かくして，この分類を前提にすれば，①の両議院の交渉が必要とされる「国

会」事項につき，法律(国会法)が規定することに問題はないといえるが，②

の各議院固有の手続準則決定権に留保されるべき院内事項についてまで法律で

規定することにはいくつかの間題点がある。有力な学説による整理によれば，

以下の通りである 5)。

(a)当然に他院の関与が求められ，場合によ っては，衆議院の一院制的な決定

も可能であるから，参議院の自律性が損なわれうる(憲法59条参照)。

(b) I主任の国務大臣」の署名及び首相の連署が要求され，その趣旨は執行責

任の明示にあると解されるが(同74条)，議院の内部組織及び運営に関して

「主任」大臣などありうるはずはなく，ここで執行責任というもの(同73条 l

号参照)を考えるのも奇妙である。実際の扱いでは，国会法改正には首相の署

名のみが行われ，あたかも首相が両議院の「主任」大臣の如くである。

(c)天皇による公布が必要とされ(同 7条 l号)，判例 ・通説上それは施行要

件と解されているから，所定事項の実施のためには，官報による公布をまたな

くてはならない。



ともあれ，このような問題を苧みながらも，国会法は国会及び議院に関する

事項についてきわめて詳細に規律しているので，両議院の規則がその細則的規

定にすぎなくな っていると L、う 現実が一方にある 6)。

(2)国会法と議院規則との抵触 しかし，問題はそれだけではない。国会法と

議院規則とが抵触する場合，どちらが優先的に適用されるかとし、う問題があ

る7)。これについて学説は，以下のように分かれている 8)。なお，ここでは，

問題は本来的な規則事項とそれを規律する国会法の規定との抵触にあるとして

おく。

①法律優先説 まず，この説は， r憲法と議院規則とのあいだに法律(国会

法)が介在し，議院に関する規律を定めることは，明治憲法以来の慣行と便宜

上の必要にもとづいたことであり，かならずしも憲法自体がそういう法律の介

在を要求していると見るべきではないから (この点は，明治憲法とちがう)，

国会法を廃し，その内容をすべて議院規則にゆずることも，憲法上不可能では

ないJ9)としているので，規則と法律との競合的所管を前提としている。そし

て， r法律の成立に両議院の議決が必要であるのに，議院規則の成立には一院

の議決だけで足りる点からいっても，議院規則の形式的効力は，法律のそれに

劣ると解するのが正当であるJ10J
とする。これが通説的見解である。

②規則優先説 この説は，r国会法の中の一院の内部規律文は手続に関する

部分は，換言すれば議院の権限として認められた事項に関する条文は，規則と

同位にあるものと解すべきである。しかも両者の聞に矛盾する規定があるとき

は，国会法を一般法の如く考え，規則を特別法のように解して，まず規則を優

先的に適用すべきであるJll)とする。

③排他的議院規則説 (紳士協約説)この説は， r議院規則が排他的に所管し

うるのは，議院の 『会議その他の手続及び内部の規律に関する規則』 に限定さ

れるJ12)としこれにかかわる国会法の規定の性格や効力を「紳士協約」にす

ぎないとする。そして，紳士協約の意味は， rー，両議院の合意によってのみ

成立しうる。衆議院のみの議決によって成立したものは，協約でない。 二，両

議院に対する他律的制約としての効力をもたない。議院の行動が，それに反し



ても違法ではないし，議院規則との聞に抵触が存する場合には，議院規則が有

効とされる。 三，それが遵守されるのは，協約を尊重することが紳士のあるべ

き態度と考えるからで，そのことじしん議院自律権の発動とされる」と説かれ

ている13)。

ここで各説に対する批判をまとめておく。まず，①説に対しては，明治憲法

51条のような規定が存在しない以上， i議院規則制定権は議院自律権の法制的

表現態であるから，他院あるいは政府との合意によって成立すべき法律に服

するべきいわれはなL、J14)ということができ， i旧憲法体制感覚の無批判な残

存J15)とか， i各議院の自律権の評価においてあまりに低く，理由づけにおい

て， ・・・・ あまりに形式的であり，また今日の国会の実態にも不適合である。

最後の点』工，特に今日の参議院の衆議院制約機能を重視する視点であるJ16)と

の批判が当てはまろう。

次に，②説に対しては， i法律と規則を同位とする点など，より 厳密な理論

構成を行な う必要があろう」との批判がある 17)。ただし，このような批判を踏

まえ， iこの説は，つまるところ，国会法の中の院内事項に関する規定につい

ては，法律としての拘束力を否認するものと解して，初めて合理的な意味をも

っと考えられる。というのも，或る法律の規定を『規則と同位にあるもの と解

す』るためには，ひとまず，その法律規定を，それとしては認めないというほ

かはなし、からである J18)と解し， i院内事項を規律する国会法の部分について

は一一およそ法律としての効力を否認することに帰着するものであるから，も

とより紳士的協約説に合流するJ19)とし、う理解も示されている。また， i現実

に国会法が廃止される可能性」がないことを前提として20) i議院規則は，一

般的な国法秩序の枠内に位置づけられるべき法ではなく， 独自の存在とみなす

ことができる」とし， i法律と議院規則はし、ずれも 直接に憲法を根拠とすると

ころから，議院規則は，一般国法秩序の枠内にはない法であるが法律に準ずる

ものと解し，法律と同位の法として取り扱 うことが許されることになるであろ

う。そうであれば，規則優先説によることが可能になり，一般法と特別法ないし

前法と後法の関係において，競合問題を処理することができるであろう」との理

解も示されている21)。

qo 



最後に，③説に対しては， I純粋な理論としては正当Jとしつつ，これによ

れば， I国会法に抵触する議院規則の規定に基づき各議院が運営されたとして

も，それは有効な議院の作用と解することになるが，こ の場合，形式的にもせ

よ，立法機関がみずから制定した法律に抵触する行為を行 うと L、う事実をどの

ように理解するのか，明らかではないJI排他的議院規則説では形式的にもせ

よ違法状態となることについての合理的説明を欠いている」 との批判がある22)。

しかしながら，③説は，議院規則の専属的所管事項を規律する国会法の規定を

紳士協約と解しているので，こ の批判はあたらないと思われる。ともあれ，③

説がも っとも説得力があり，支持されるべきであると思われる23)。

1 )なお，明治憲法は憲法附属法規である「議院法」による規制lのみを容認していた点

は留意すべきである(小嶋『憲法学講話』前掲100頁)。 議院法については，大石輿

『議院法制定史の研究.i(1990)を参照。

2 )国会法の制定については，黒田覚「国会法の制定過程と問題点JIi"東京都立大学創

立十周年記念論文集〔法経編JJ (1960) 39頁以下。その後の改正ついては，深瀬忠

一「国会法と国会運営」ジュリスト 638号(1977)，松涛 ・前掲害28-29頁参照。

3 )黒田 ・前掲書12-13頁。松津 ・前掲書40-41頁も参照。

4 )大石「議長自律権」前掲97頁。なお，法律事項と規則事項との区別に関連して，両

議院一致の議決で成立する「規程J(両院協議会規程や常任委員会合同審査会規程な

ど)の法的性格の問題がある。一般に，これは議院規則の一種とされるが，これは両

院関係事項を定めるものであるから， 本来，法律で定めるべき事項で，その具体化を

政令にゆだねるこ とを不当とするものについて，法律(国会法)の施行細則 として制

定されるものである。したがって，これは，議院自律権の制度的表現である議院規則

とは性格を異にする (小嶋『憲法概説』前掲407頁参照)。 また， 1"国会議員の歳費，

旅費及び手当等に関する法律」の13条は「この法律に定めるものを除く外，歳費，旅

費及び手当等支給に関する規程は，両議院の議長が協議してこれを定める」とする。

5 )大石「議院自律権」前掲97頁。同 ・前掲書322頁。

6 )かくして， 1"日本では，明治憲法以来，憲法のもとで，まず法律(議院法ないし国

会法)が議会に関する規律を定め，その範囲内において，さらに各議院が議院規則を

定めることにしてレる。したがって，日本の議院規則の所管事項，言葉をかえていえ

ば，議院のいわゆる自律権の範囲は，諸外国の議会にくらべて，それだけせまく なっ

ているわけである」といわれる (宮沢 ・前掲書443頁)。 藤馬龍太郎 「法律と規則の関



係」ジ ュリスト 805号(1984)195-196頁参照。

8 )学説の整理としては，藤馬「議院規則と国会法との関係」前掲171頁，松津 ・前掲

書45-48頁参照。

9 )宮沢 ・前掲書443頁。

10)同 ・443頁。

11)鈴木隆夫「わが国の委員会制度と特別委員会の性格」法律時報22巻 9号(1950)15 

頁。

12)小嶋 『憲法学講話』前掲99頁。

13) 同・ 104頁。これを支持するものとして，吉田善明 「議事手続」法律時報41巻 5号

(1969) 138-139頁，野中俊彦「議会運営の諸問題」法律時報46巻 2号 (1974)20頁。

清水陸「議事手続の法律化」奥平康弘 ・ 杉原泰雄編『憲法学 5~ (1977) 35頁も同旨。

14)小嶋他 『憲法の基礎知識』前掲132頁。

15)同 ・133頁。

16)横田・前掲論文156頁。

17)同 ・156頁。 松海 ・前掲書50-51頁も参照。

18)大石『議院自律権の構造』前掲323頁。

19)同 ・325頁。

20)松海 ・前掲書51頁。

21)同 ・52頁。

22)同 ・51頁。

23)なお，独自の立論として，以下の二つの説が注目される。まず，横田教授は，必ず

しも排他的議院規則説を採る必要はなく，議事手続の大綱を定める限度で国会法の存

在を認め，具体的運用としては規則優先説的に行なうことも考えられるとされる(横

田 ・前掲論文156頁)。次に， 新教授は，議院規則の所管事項を，①議院の内部事項，

②各院が国会を構成する部分機関として当然共通する事項，③議院の外部関係事項に

分け，②と③は法律との競合的所管とし，また，①を(a)議事の組織および運営の基本

について両院が統ーをはかるのがふさわしいと認められる事項と(b)それ以外の純然た

る議院の内部事項とに分け，①の(a)を法律との競合的所管とし， ①の(b)を規則の専属

的所管とされる。ただし， (イ)国会法の制定および改正が内部発案によるべきこと。(ロ)

発案の内容ついて事前に両院相互間で意見の調整がはかられ，両院の合意事項に限ら

れるべきこと。けその成立手続において衆議院の優越規定 (憲59条 2項)が発動され

ないことを条件とされる(新正幸『憲法と立法過程~ (1988) 256-259頁)。
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3 議院規則と決議

議院規則と個別の議院決議との効力関係について，以下，簡単に見てお くこ

ととするが，一般に，これは，I議院は議事規則の適用を排除する決議をなす

ことがゆるされるかどうか」と しづ問題として争われている 1)。ここでまず，

そもそも， I議院規則の議決は，その議院の単独の意思表明という意味におい

て，議院の意思決定の形式としては，決議とし、う種類に属すること/)が確認

されるべきである 3)。学説は大別， 二つに分かれる。

まず，否定説は， I仮りに国会法の規定にふれることなしに，議院規則の規

定の適用排除を考え得る場合があるとしても，これを普通の多数決で行 うこと

は，理論的に許されない。適用排除は議院規則の一時的停止であり，これは普

通の多数決で行うに適当でなし、からである。 またこれを特殊多数の議決で行う

ことは，議院規則にそのような規定がないし，このような規定を新たに設けるこ

とは，憲法解釈上，難点がある。憲法56条 2項は，特殊の多数による議決を憲

法の定める特定の場合に限定しているからである」とする 4)。また，規則が，

「一定の事項についてだけとはいえ，議員だけでなく国民をも拘束することが

ありうるのとくらべても，拘束力の与え方に均衡を失することとなる。 一つの

議院の議決だけで成立する点では同じであっても，単なる議決あるいは決議で，

議院規則と異なる取扱をすることはできなし、」とするものもある 5)。

これに対して，肯定説は， I国会法及び両院の規則には，規則の停止に関す

る規定は存しないが，然、し憲法によ って与えられた議院の自律権に基づく規則制

定権の中には，当然に規則の変更，又は停止の権能 (Powerof the change or 

suspension of the Rule)が，包合されているものと解すべきであり，又かくの

如 くに解さなければ，議院の運営に支障なきことを期待することはできないで

あろう」とする 6)。また，議院規則は， I議院の議決によ って制定されるが，

議院の意思によ って何時でも停止されうる。その遵守は，議院の自律によって

のみなされ， 他律的強制制度は存しなし、。それに違反した議事も，議院の意思

による効力停止の結果と解されて有効とされる」とするものもある7)。

co 



また，両説の間には， r議院の決議がたび重なって行なわれればそれを慣習

法の形成と見て，決議が規則に優先するとする見解，決議が全員一致ないし特

別多数決で成立した場合にかぎって規則の効力が一時停止されると説く見解」

などがある 8)。ともあれ，原則としては，決議による規則の効力の一時停止も

認められると解される。

なお，実際の例としては，第六回国会末に規則上は20名であった衆院外務委

員会の定員を，決議の形式で，7J1j段の議決あるまでは35名とする議決をしたこ

と9)や不当財産取引調査特別委員会(第二回国会から第四回国会)，考査特別

委員会(第五回国会から第九四国会)および行政監察特別委員会(第十四国会

から第二十四回国会)が，それぞれ設置に関する決議に基づき，衆議院規則53

条と異なり，議長を経由せず証人の出頭を求めたことが挙げられる 10)。

1)高見勝利「議院の自律権」芦部信喜編『ユーブング憲法.1(1989) 188頁。

2 )大石「議院自律権」前掲97頁。

3 )広く決議一般については，藤馬龍太郎「国会決議の効力」法学教室33号 (1983)79 

頁以下参照。

4 )黒田 ・前掲書50頁。

5 )樋口陽一 「第58条J~注釈 日本国憲法下巻.1(1988) 965頁。なお， ~註解日本国

憲法 下巻.1(1954) 886頁，入江俊郎『国会と地方議会.1(1952) 193-194頁参照。

6 )鈴木 ・前掲論文16頁。ここで，決議による規則の効力の一時停止とは， r決議によ

って，それぞれ矛盾する規則の条項は，規則改正の手続をとらなくとも，決議の内容

の如く変更されたと同じ効力が生じ，その結果，決議の有効期間中は，その矛盾する

規則の条項の効力は一時停止されるが，その期間が経過すると，その決議に矛盾する

規則は何の法規上の手続も要せずにIpsoJureに復元して，またもとの効力を有するこ

とを意味するJ(同 ・15-16頁)。

7)小嶋『憲法学講話』前掲405頁。

8 )樋口 ・前掲書965頁。

9 )鈴木 ・前掲論文16頁。

10)高見 ・前掲論文186頁。
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4 議院規則と司法審査

ここて、は，議院運営に対する司法審査の問題は省略 し，議院規則自体が司法

審査の対象となるかについて簡単に見ておく。もちろん，日本国憲法はフラン

ス第五共和制憲法61条 l項のような制度を採るものではないので 1) 具体的審

査制の枠内での問題である。

従来， i最高裁判所は， 一切の法律，命令，規則又は処分が憲法に適合する

かしないかを決定する権限を有する終審裁判所である」とする憲法81条の 「規

則」の解釈と して，①議院規則と裁判所規則を指すとする見解と，②会計検査

院や人事院な どの行政機関の規則をも指すとする見解が対立 してきた 2)。すな

わち，議院規則が違憲審査の対象となるか否かという点は特に問題とされてこ

なかった。しかし，近年，それを否定する見解が有力に主張されている。それ

を簡単に整理すると，まず，憲法81条の 「一切の法律，命令， 規則又は処分」

となったマッカーサー草案の当該条項が <any law， ordinance (order)， regula-

tion or official act >であり，また，憲法58条の総司令部民政局での起草作業

で両議院の議事規則は <the rules of its proceeding > と記述されていたとい

う制定過程における <regulation > と <rules >の区別が根拠 とされてい

る。次に，議院手続準則に関する決議とし、う 性格をもっ議院規則は，法律 ・予

算等の国法形式そのものの議決と は決定的に異なる議院の内部的行為であるこ

とが根拠 とされている 3)。この見解が説得力を持つように思われる。

1)フランスの制度については，矢口俊昭「憲法院の議院規則に対する違憲審査」香JII

大学経済論叢53巻 3号(1981)375頁以下参照。

2 )たとえば，清宮四郎『憲法 1(新版Jj] (1971) 368-370頁。

3 )大石「議院自律権」前掲101頁。同 『議院自律権の構造』前掲346-348頁。

。。



結びにかえて

以上，議院規則をめぐるいくつかの論点、につき学説を整理してきたわけであ

るが，私見を体系的に提示することはできなかった。この点は今後の課題とし

たい。ここでは以下のことを確認することで，結びにかえたい。すなわち，今

日のわが国における議院自律権の課題は，他の国家機関からの干渉の排除より

も，むしろ他院からの干渉の排除にあるということである。それは，はじめに

示 したように，とりわけ参議院に対する衆議院からの干渉の排除として立ち現

われている。 二院制を否定しないかぎり，自律権の範囲内での議院の，とりわ

け参議院の独自性は保障されるべきである。

〔追記〕脱稿後，清水陸 I~唯一の立法機関』原則の例外について J ~憲法学の

展望J(1991) 655 -975頁に接したが，本稿作成に生かすことはできなかった。
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